
八

增
多
に
（
あ
ら
）
令
メ
て
む
。
王
い
〔
見
〕
國
の
中
の
人
の　

悪
造
ル
を
見
レ
ど
も
遮
止
（
せ
ざ
）

ラ〔
不
〕む
ト
キ
に
は
、
三
十
三
天
の
衆
咸
ク
忿
怒
の
心
を
生（
し
）ナ
む
。
…
…
」と
イ
ヒ
キ
。」

ト
ノ
タ
マ
ヒ
キ
。

措
辞
を
対
比
す
る
と
、
否
定
辞
の
「
不
」
は
漢
文
で
句
頭
、
邦
文
で
句
末
に
位
置
す
る
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
。
更
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
会
話
文
の
引
用
形
式
で
あ
る
。
王
言
内
容
の
導
き
と

結
び
（
補読
）
は
口
承
に
よ
っ
て
、
宣
命
に
お
け
る
引
用
と
宣
制
の
文
型
「
天
皇
良
我
御
命
良
麻
止　

詔
久

…
…
等
詔
布
御
命
乎
衆
諸
聞
食
止
宣
。」
類
を
案
出
す
る
参
考
と
も
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

同
じ
く
漢
文
訓
読
と
い
う
思
考
回
路
を
通
り
な
が
ら
宣
命
体
表
記
の
書
き
様
と
し
て
は
、
地
の

文
が
正
格
漢
文
で
あ
る
勅
撰
史
書
所
載
の
神
祇
系
倭
文
脈
の
宣
命
（
時
に
神
仏
習
合
思
想
や
仏
教
的
主
題
、

訓
読
系
の
文
体
表
記
で
あ
っ
て
も　
）
と

仏
教
系
訓
読
脈
の
諷
誦
文
と
で
は
「
不
」
の
配
置
と
否
定
の
範
囲
が
相
違
し
て
い
た
が
、
宣
命
の

起
草
者
は
仏
典
や
儒
籍
に
精
通
し
て
お
り
、
釈
迦
や
孔
子
と
い
っ
た
聖
人
の
発
言
を
記
録
し
た
漢

文
を
訓
読
す
る
過
程
で
倭
文
体
詔
勅
の
宣
命
の
話
法
や
文
型
を
案
出
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

起
草
者
の
脳
裡
に
潜
在
す
る
国
語
意
識
と
漢
字
を
用
い
た
文
体
表
記
と
の
相
関
に
つ
い
て
は
、

和
漢
の
文
法
理
論
を
構
築
し
た
松
下
大
三
郎
の
洞
察
に
よ
る
「
日
本
人
は
漢
文
を
支
那
語
と
し
て

讀
ま
ず
に
日
本
語
に
直
し
て
讀
む
。
漢
文
を
作
る
場
合
に
も
心
中
に
日
本
文
を
作
り
つ
ゝ
之
を
文

字
に
書
き
表
は
す
の
で
あ
る
。
そ
の
出
來
上
つ
た
漢
文
は
支
那
人
が
讀
め
ば
文
字
が
顚
倒
し
て
ゐ

て
假
名
が
無
い
だ
け
で
何
處
ま
で
も
日
本
語
で
あ
る
。
そ
の
漢
文
ら
し
い
點
は
目
で
見
た
感
じ
が

漢
文
と
同
じ
だ
と
云
ふ
だ
け
で
、
讀
む
際
に
發
す
る
言
語
が
日
本
語
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
、
黙
讀

す
る
際
に
喚
起
さ
れ
る
語
音
の
心
象
も
、
作
る
際
に
喚
起
さ
れ
る
語
音
の
心
象
も
、
悉
く
日
本
語

音
の
心
象
で
あ
る
。
何
處
に
漢
文
た
る
點
が
あ
ら
う
か
。
漢
文
と
し
て
の
價
値
は
、
支
那
人
が
是

認
す
る
で
あ
ら
う
と
い
ふ
豫
想
價
値
に
止
る
の
で
あ
る
。」
⒀
と
の
言
説
が
有
力
で
あ
ろ
う
。

六　

宣
命
文
に
お
け
る
和
漢
混
淆

奈
良
時
代
の
口
頭
語
と
の
関
係
が
注
目
さ
れ
る
宣
命
だ
が
、
単
純
に
口
頭
語
＝
日
本
語
の
自
然

な
話
し
言
葉
、
古
語
め
い
た
口
誦
＝
言
霊
信
仰
を
反
映
し
た
大
和
言
葉
、
と
い
っ
た
等
式
は
成
り

立
ち
難
い
。
宣
命
文
は
宣
命
使
が
口
頭
で
宣
読
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
言
語
表
現
に
は
違
い
な

い
が
、
天
皇
や
内
記
と
い
っ
た
識
字
層
の
教
養
に
基
づ
く
と
こ
ろ
の
、
漢
文
訓
読
的
な
句
形
単
位

お
よ
び
訓
漢
字
や
捕
読
を
反
映
し
た
仮
名
ま
で
借
用
す
る
書
記
言
語
を
も
包
摂
し
た
和
漢
混
淆
の

口
頭
言
語
に
よ
っ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は「
漢
」の
要
素
で
あ
る
否
定
辞「
不
」

の
考
察
か
ら
も
窺
い
知
れ
た
。
文
献
や
用
途
に
よ
っ
て
様
相
は
異
な
る
が
、
膠
着
語（
自
立
語
の
語
幹

〈
詞
〉
に
接
辞
や
活

用
語
尾
が
膠
着
す
る
言
語
。
自
立
語
同
士
を
付
属
語

〈
辞
〉
が
膠
着
し
て
繋
げ
る
こ
と
で
文
を
構
成
す
る
言
語
）
で
あ
る
日
本
語
が
統
語
構
造
も
音
韻
体
系
も
異
な
る
孤
立
語

（
単
語
が
孤
立
的
に
並
び
語
形
変
化
が
な
く
、
文
法
的
機
能
が
語
順
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
言

語
。
接
辞
な
ど
の
形
態
的
な
付
属
要
素
を
殆
ど
用
い
ず
、
一
語
が
一
形
態
素
に
対
応
す
る
言
語
）
で
あ
る
中
国
語
と
言
語
接
触
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
生
起
し
堆
積
し
た
漢
文
訓
読
と
倭
文
表
記
の
地
層
は
、
変
容
性
の
内
在
化
に
伴
う
不
整

合
面
を
含
ん
だ
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

　

 

注⑴  

「
仮
名
発
達
史
序
説
」
四
、
真
仮
名
の
隆
盛
（
奈
良
朝
）
国
文
の
発
生
『
岩
波

講
座 

日
本
文
学
』
第
二
〇
回
、

昭
和
八
年
四
月
所
収
。
後
に
『
春
日
政
治
著
作
集
１
』
勉
誠
社
、
昭
和
五
七
年
一
一
月
所
収
。

⑵  

北
川
和
秀
『
続
日
本
紀
宣
命 

校
本
・
総
索
引
』（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
五
七
年
一
〇
月
）
に
よ
る
。

⑶  

池
田
幸
恵
「
宣
命
の
漢
文
助
字
―
助
動
詞
相
当
の
助
詞
に
つ
い
て
―
」（『
三
重
大
学 

日
本
語
学
文
学
』
第

一
〇
号
、
平
成
一
一
年
六
月
）

⑷  

青
木
紀
元
『
祝
詞
全
評
釈 

延
喜
式
祝
詞

中
臣
寿
詞
』（
右
文
書
院
、
平
成
一
二
年
六
月
）
に
よ
る
。

⑸  

山
口
佳
紀･

神
野
志
隆
光
『
古
事
記
』（
小
学
館
新
編
古
典
文
学
全
集
、
平
成
九
年
六
月
）
に
よ
る
。

⑹  

小
林
芳
規
「
古
事
記
訓
読
に
つ
い
て
」（
岩
波
日
本
思
想
大
系
『
古
事
記
』
解
説
、
昭
和
五
七
年
二
月
）

⑺  

藤
枝
德
三
「
假
名
交
り
文
と
し
て
見
た
る
續
紀
宣
命 

（
上
）」『
國
語･

國
文
』
第
九
巻
第
一
号･

昭
和

一
四
年
一
月
）

⑻  

吉
田
金
彦
・
築
島
裕
・
石
塚
晴
通
・
月
本
雅
幸
『
訓
点
語
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
、
平
成
一
三
年
八
月
）

訓
点
語
概
説
（
石
塚
晴
通
）。

⑼  

小
谷
博
泰
「
宣
命
体
表
記
に
お
け
る
返
読
と
送
り
仮
名
―
訓
点
記
入
の
前
段
階
と
し
て
―
」（『
奈
良
教
育

大
学
国
文
―
研
究
と
教
育
―
』
第
四
号
、
昭
和
五
五
年
五
月
）

⑽  

中
田
祝
夫
『
改
訂
新
版
東
大
寺
諷
誦
文
稿
の
国
語
学
的
研
究
』（
風
間
書
房
、
昭
和
四
四
年
六
月
）
第
一
章 

東
大
寺
諷
誦
文
稿
の
書
誌
等
に
関
す
る
考
察 

六
節 

東
大
寺
諷
誦
文
稿
の
文
章
様
式
。

⑾  

春
日
政
治
『
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
經
古
點
の
國
語
學
的
研
究 

本
文
篇
』（
勉
誠
社
、
昭
和
四
四
年
九
月
）

に
よ
る
。

⑿  

堀
一
郎
『
堀
一
郎
著
作
集
第
一
巻　

古
代
文
化
と
仏
教
』（
未
来
社
、
昭
和
五
二
年
一
月
）〔
第
一
部
〕

日
本
仏
教
史
論

⒀  
松
下
大
三
郎
著
・
徳
田
政
信
編
『
校
訂
解
説 

標
準
漢
文
法
』（
勉
誠
社
、
昭
和
五
三
年
一
〇
月
復
刻
）
第
一

編 
總
説 

第
一
章 

言
語 

第
一
節 

言
語
の
本
質
及
び
諸
相 

日
本
人
の
漢
文
は
日
本
語
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七

表
記
と
漢
文
の
訓
点
記
入
方
式
の
重
要
な
相
違
点
を
指
摘
し
た
訓
点
語
研
究
の
否
定
辞
に
関
わ
る

次
の
学
説
を
紹
介
⑼
し
て
い
る
。
長
文
に
及
ぶ
が
、
孫
引
き
を
避
け
、
原
著
⑽
か
ら
引
用
す
る
。

和
文
式
の
諷
誦
文
稿
の
中
の
文
は
、
そ
の
源
流
を
、
あ
る
い
は
宣
命
等
に
仰
ぎ
、
そ
れ
ら
か
ら

流
れ
を
引
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
と
も
す
れ
ば
考
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
決
し
て
そ
う
考

え
て
は
な
ら
な
い
。

諷
誦
文
稿
時
代
の
宣
命
を
例
示
し
よ
う
。
こ
れ
は
續
紀
宣
命
の
第
六
二
詔
（
延
暦
八
年
）
で
最
後
の
も

の
で
あ
る
。

陸
奥
國
荒備
流
蝦
夷
等
乎
討
治
爾
任
賜
志
大
将
軍
正
四
位
下
紀
古
佐
美
朝
臣
等
伊
、
任
賜
之
元
謀
爾波

不
合
順
進
入
倍岐
奥
地
毛
不
究
盡
之弖
、
敗
軍
費
粮
弖
還
參
來
。
是
乎
任
法
爾
問
賜
比
支
多
米
賜
倍久
在

止毛
、
承
前
爾
仕
奉
祁留
事
乎
所
念
行
弖
奈
母

不
勘
賜
免
賜
布
。（
中
略
）
今
法
乎
撿
爾
、
墨
縄
者
斬
刑
爾
當
里
、

眞
枚
者
解
官
取
冠
倍久
在
。
然
墨
縄
者
久
歷
邊
戌
弖
仕
奉
留
（
下
略
）

宣
命
の
體
に
も
種
々
あ
る
と
考
え
る
が
、
宣
命
體
の
特
徴
は
、

㈠
大
體
、
國
語
の
語
序
に
從
う
。
も
と
よ
り
、「
不
合
順
」（
合
ヒ
順
ハ
不
）、「
不
究
盡
」（
究

メ
盡
サ
不
）「
敗
軍
費
粮
」（
軍
ヲ
敗
リ
、
費
シ
）
式
の
反
倒
訓
み
は
あ
る
が
、
す
べ
て
單
純

な
も
の
で
、
諷
誦
文
稿
の
、

　

无
不
ト
云
事
蒙
父
母
之
恩
（
六
〇
行
）

　

此
某
會
初
所
以
由
世
人
所
穢
塵
勞
爲
難
行
法
而
初
事
ワ
サ
ナ
リ
（
七
八
行
）

と
い
っ
た
返
り
方
で
は
な
い
。

㈡
宣
命
の
文
體
で
は
、
助
辭
等
の
假
名
の
付
け
方
は
、
返
倒
し
て
訓
ん
だ
場
合
、

不
二
究
盡
之弖
一
（
究
メ
盡
サ
不
シ
テ
）
…
…

の
、
そ
の
助
辭
の
付
く
べ
き
漢
字
を
上
下
離
れ
た
關
係
に
な
つ
て
い
る
。
あ
る
見
方
に
よ
れ
ば
、

「
不
究
盡
」
が
一
團
と
な
つ
て
「
キ
ハ
メ
ツ
ク
サ
ヅ
」
で
あ
つ
て
、
そ
の
一
團
に
「
シ
テ
」
が
付
い

た
感
じ
で
あ
る
。

し
か
し
諷
誦
文
稿
の
場
合
は
、
…
…

无
ク
跡
モ
（
同
上
）
踰コ

ユ
ル
山
坂
之
國
（
六
六
行
）

で
あ
つ
て
、
こ
れ
は
、
漢
文
の
訓
點
方
式
同
樣
に
、
助
詞
も
、
活
用
語
尾
も
、
そ
の
文
字
に
直

接
に
付
屬
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

宣
命
文
は
臣
下
万
民
へ
の
宣
読
発
布
、
諷
誦
文
は
仏
僧
へ
の
誦
経
祈
願
と
い
う
相
違
は
あ
る

が
、
音
声
言
語
で
口
誦
す
る
た
め
の
台
本
と
い
う
共
通
項
も
あ
る
。
そ
の
文
体
表
記
を
右
の
如
く

比
較
分
析
し
た
中
田
祝
夫
は
「
續
紀
等
の
國
史
の
宣
命
の
、
萬
葉
假
名
の
小
記
し
た
も
の
を
、
片

假
名
に
改
め
な
お
せ
ば
、
そ
れ
が
片
假
名
交
り
文
と
な
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
逆
に
諷
誦
文
稿

の
片
假
名
の
部
分
を
萬
葉
假
名
に
な
お
せ
ば
、
國
史
の
宣
命
體
に
還
元
す
る
な
ど
と
簡
單
に
卽
斷

し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
宣
命
體
と
平
安
初
期
の
片
假
名
交
り
文
と
は
、
本
質
的
に
異

な
り
が
あ
る
し
、
そ
の
本
質
的
な
異
な
り
は
、
こ
れ
ら
兩
文
體
の
成
立
の
歷
史
が
は
つ
き
り
と
別

系
統
で
あ
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
の
で
あ
る
。」
と
、
慎
重
な
分
析
と
考
察
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を

強
調
し
て
い
る
。

宣
命
第
四
五
詔
に
引
用
さ
れ
て
い
た
奈
良
朝
の
護
国
経
典
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
王
法
正
論
品

の
否
定
表
現
⑾
も
見
て
お
き
た
い
。
同
経
典
の
護
持
信
奉
の
史
実
に
つ
い
て
は
、『
日
本
書
紀
』
巻

二
九
「
白
鳳
五
年
十
一
甲
甲
。
遣
二
使
於
四
方
国
一
。
説
二
金
光
明
経
。
仁
王
経
一
。」（
天
武
）
か

ら
当
該
詔
ま
で
二
七
を
数
え
、
宮
中
や
寺
院
に
て
写
経･

暗
誦･

講
（
仏
典
の

講

読
）
が
繰
り
返
さ
れ
、
国

家
安
寧
の
祈
祷
儀
式
が
室
町
時
代
ま
で
続
い
た
と
の
宗
教
民
俗
学
者
に
よ
る
考
究
⑿
が
あ
る
。

否
定
表
現
を
含
む
原
文
と
訳
読
文
（
傍
ら
の
白
點
に
従
っ
た
漢
字

仮
名
交
じ
り
書
き
下
し
文
）
を
並
べ
て
引
用
例
示
す
る
。
原
初
は

梵
語
（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
）
だ
が
、
七
世
紀
後
半
、
印
度
留
学
の
経
験
が
あ
る
唐
僧
義
浄
に
よ

っ
て
漢
訳
さ
れ
た
。
仏
典
は
本
邦
に
将
来
さ
れ
、
写
経
の
う
え
、
意
味
内
容
を
国
語
と
し
て
理
解

す
る
た
め
の
訓
點
が
施
さ
れ
た
訳
で
あ
る
。

□
白
佛
言
世
尊
於
諸
國
中
爲
人
王
者
若
無
正
法
不
能
治
國
安
養
衆
生
自
身
長
居
勝
位
…
…

□
白
佛
言
「
世
尊
、〔
於
〕
諸
の
國
の
中
に
〔
爲
〕
人
王
と
あ
る
者ヒ

ト

い
、
若
正
法
無
ク
は
、
國
を

治
メ
衆
生
を
安
養
シ
及
以
自
身
長
ク
勝
位
に
居
す
る
こ
と
能
（
は
）
じ
〔
不
〕。
…
…

□
我
依
此
論
於
二
萬
歳
善
治
國
主
我
不
曾
憶
起
一
念
心
行
於
非
法
…
…

□
我
レ
此
の
論
に
依
（
り
）
て
、〔
於
〕
二
萬
歳
マ
で
に
、
善
ク
國
土
を
治
（
め
）
し
に
、
我
レ

曾
て
一
念
の
心
を
起
（
す
）
と
も
〔
於
〕
非
法
を
行
せ
む
と
は
憶
は
ず
〔
不
〕（
あ
り
）
キ
。

□
尒
時
力
尊
幢
王
卽
爲
其
子
以
妙
伽
他
說
正
論
曰

「
…
…
除
滅
諸
非
法 

悪
業
令
不
生
…
…
國
人
造
悪
業 

王
捨
不
禁
制 

斯
非
順
正
理 

治
擯
當

如
法 

若
見
悪
不
遮 

非
法
便
滋
長 

遂
令
王
國
内 

姧
詐
曰
増
多 

王
見
國
中
人 

造
悪
不
遮
止 

三
十
三
天
衆 

咸
生
忿
怒
心
…
…
」

□
尒
時
力
尊
幢
王
、
卽
其
の
子
の
爲
に
、
妙
伽
他
を
以
て
、
正
論
を
說
（
き
）
て
曰
（
ひ
）
シ
ク
、

「
…
…
諸
の
非
法
を
除
滅
し
て　

惡
行
を
生
（
せ
）
ず
〔
不
〕（
あ
ら
）
令シ

む
。
…
…
國
人
の
惡

業
を
造
ル
を　

王
の
捨
（
て
）
て
禁
制
セ
（
ず
）〔
不
〕（
あ
ら
）
む
い
は　

斯
レ
正
理
に
順
セ

ず
〔
非
〕、
治
擯
（
せ
）
む
こ
と
當
に
法
の
如
ク
セ
ヨ
。
若
惡
を
見
て
遮
ラ
（
ず
）〔
不
〕（
あ
ら
）

む
ト
キ
に
は　

非
法
い
便
滋
長
し
て　

遂
に
〔
令
〕
王
の
國
の
内
に　

姧か
ク

み
詐イ
ツ
ハル

コ
ト
を
日
に
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い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
こ
れ
は
、
宣
命
小
書
体
が
案
出
さ
れ
る
以
前
の
、
変
体
漢
文

体
で
記
載
さ
れ
た
『
古
事
記
』
⑸
の
神
話
伝
承
で
の
、
次
の
用
例
か
ら
も
窺
い
知
れ
る
。

於
二
其
島
一
天
降
坐
而
、
見
二
立
天
之
御
柱
一
、
見
二
立
八
尋
殿
一
。
於
是
、
問
二
其
妹
伊
邪
那
美

命
一
曰
、
汝
身
者
、
如
何
成
、
答
曰
、
吾
身
者
、
成
々
不
二
成
合
一
処
一
処
在
。
爾
、
伊
邪
那
岐

命
詔
、
我
身
者
、
成
々
而
成
余
処
一
処
在
。
故
、
以
二
此
吾
身
成
余
処
一
、
刺
下
塞
汝
身
不
二
成

合
一
処
上
而
、
以
三
為
生
二
成
国
土
一
。（
上
巻
、
伊
邪
那
岐
命
と
伊
邪
那
美
命
）

傍
線
部
は
、
天
地
陰
陽
の
生
成
過
程
を
説
く
『
周
易
』
の
「
乾
為
善
三
氣
相
成
合
于
一
元
元
者

善
之
長
也
」（
繋
辞
上
伝
）
等
が
発
想
の
典
故
だ
と
思
わ
れ
る
。
類
似
の
語
句
を
繰
り
返
す
表
現

が
特
徴
的
な
男
女
両
神
の
身
体
問
答
に
て
、「
婚
儀
を
済
ま
す
」
意
と
も
解
釈
で
き
る
複
合
動
詞

「
ナ
リ
ア
フ
」
の
否
定
形
「
ナ
リ
ア
ハ
ヌ
」
だ
が
、
日
本
語
の
語
順
に
即
し
た
「
成
合
不
」
や
宣

命
大
書
体
に
よ
る
「
成
合
奴
」
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
稗
田
阿
礼
が
誦
習
し
、
太
安
万
侶
が
記
載

し
た
語
り
の
文
体
に
お
い
て
も
漢
文
体
の
枠
組
み
を
借
り
て
お
り
、
そ
の
構
文
的
な
措
辞
の
拘
束

を
解
く
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
識
字
層
に
お
け
る
「
テ
ニ
ヲ
ハ
」
へ
の
対
処
、
所
謂
「
鬼
と
会
え
ば

返
る
」
式
の
漢
文
訓
読
の
習
熟
を
前
提
と
し
て
記
載
へ
と
変
換
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

宣
命
体
表
記
は
、
厳
粛
な
祭
儀
の
場
で
口
誦
す
る
こ
と
が
前
提
の
記
載
だ
か
ら
語
序
と
付
属
語

表
示
に
実
用
的
な
工
夫
を
凝
ら
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
の
背
景
に
は
、
漢
文
訓
読
の

過
程
で
生
じ
た
漢
字
と
倭
訓
の
対
応
関
係
の
固
定
化
が
あ
る
。『
古
事
記
』
の
文
字
法
に
つ
い
て

で
は
あ
る
が
、
漢
文
訓
読
史
研
究
の
権
威
で
あ
る
小
林
芳
規
が
「
古
事
記
で
は
、
丁
度
音
仮
名
の

用
法
に
統
一
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
表
語
の
漢
字
の
用
法
に
も
、
一
定
漢
字
に
一
定
の
訓
を
対
応

さ
せ
る
原
則
に
基
づ
く
、
用
字
法
の
統
一
性
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
正
格
の
漢
文
を
訓
読
し
て

理
解
す
る
場
と
は
異
な
り
、
一
定
漢
字
を
一
定
訓
に
対
応
さ
せ
、
こ
の
関
係
を
利
用
し
て
、
日
本

語
文
を
漢
字
で
表
現
す
る
と
い
う
場
に
お
け
る
工
夫
の
所
産
で
あ
る
。
こ
の
一
定
訓
を
担
っ
た
漢

字
の
そ
れ
ぞ
れ
の
訓
―
―
そ
の
よ
う
な
漢
字
を
『
訓
漢
字
』
と
呼
ぶ
―
―
を
復
元
す
る
作
業
は
、

訓
点
資
料
や
古
辞
書
の
訓
を
恣
意
的
に
流
用
す
る
だ
け
だ
は
出
来
上
ら
な
い
。
そ
の
手
続
き
を
如

何
に
す
る
か
が
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
…
…
又
、
古
事
記
の
文
章
に
は
、
構
文
の
骨
組
み
の
部
分

に
、
漢
文
的
措
辞
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
訓
み
に
は
今
日
の
訓
点
資
料
の
研
究
か
ら
得
た
漢

文
訓
読
史
の
諸
種
の
知
見
が
生
か
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
⑹
と
述
べ
て
い
る
如
く
で
あ
る
。

さ
て
、
宣
命
体
式
送
り
仮
名
の
書
き
添
え
に
精
粗
の
差
が
あ
る
点
に
つ
い
て
は
、
古
訓
点
資
料

や
仏
教
と
の
関
係
に
注
目
し
た
藤
枝
德
三
が
「
宣
命
體
は
假
名
交
り
の
文
體
で
あ
る
が
一
定
の
法

則
を
以
て
假
名
が
送
ら
れ
て
ゐ
な
い
か
ら
送
假
名
の
存
否
に
就
い
て
は
何
等
の
法
則
を
も
立
て
る

事
が
出
來
な
い
。
然
し
傾
向
と
も
云
ふ
べ
き
程
度
の
も
の
を
宣
命
の
書
樣
か
ら
抽
き
出
し
て
來
る

事
は
出
來
る
。
…
…
先
づ
用
言
漢
字
と
そ
れ
に
連
る
品
詞
と
の
間
の
書
樣
態
を
取
扱
ふ
こ
と
ゝ
し

た
。」
と
述
べ
、「
不
定
示
態
（
誦
読
不
定
の
態
）
と
定
示
態
（
誦
読
を
完
全
な
ら
し
め
る
態
）
と

い
う
書
様
の
二
大
別
と
そ
の
下
位
分
類
を
次
の
如
く
提
示
⑺
し
た
。
重
要
な
分
析
観
点
で
あ
る
。

不
定
示
態
＝
一
、
用
言
漢
字
に
連
な
る

品
詞
の
略
さ
れ
た
態　

  

二
、
用
言
漢
字
の
活
用
語

尾
の
定
示
さ
れ
ぬ
態

　
定
示
態
＝
三
、
用
言
漢
字
の
活
用
語
尾

の
定
示
さ
れ
て
ゐ
る
態　

 

四
、
用
言
漢
字
が
假
名
書
と
な

つ
て
次
の
品
詞
に
連
な
る
態

次
に
、
同
じ
読
み
方
に
お
け
る
三
字
語
の
措
辞
の
異
同
に
つ
い
て
検
証
し
て
み
よ
う
。

⑮
不
治
賜
「
ヲ
サ
メ
タ
マ
ハ
ズ
」
＊
男
波
随
仕
奉
状
弖
種
々
治
賜
比
ッ
礼

等

母
女
不
治
賜
（
第
一
三
詔
）

㉙
治
不
賜
「
ヲ
サ
メ
タ
マ
ハ
ズ
」
＊
親
王
多知
治
賜
夫
日
仁
治
不
賜
在
牟止
為
弖
奈
母

（
第
二
五
詔
）

右
は
同
じ
読
み
方
だ
が
、
逐
字
的
な
音
節
の
対
応
か
ら
分
析
す
る
と
、「
ズ
ヲ
サ
メ
タ
マ
ハ
」

と
「
ヲ
サ
メ
ズ
タ
マ
ハ
」
の
相
違
が
あ
る
。
敬
語
の
補
助
動
詞
「
賜
」
は
構
文
的
な
語
序
を
よ
り

倭
文
的
な
句
単
位
「
ヲ
サ
メ
タ
マ
ハ
ズ
」
に
収
束
さ
せ
る
働
き
が
あ
る
が
、
複
合
動
詞
「
治

オ
サ
メ
タ
マ
フ
賜
」

よ
り
も
否
定
辞
を
冠
し
た
文
字
列
「
不タ

マ
ハ
ズ賜
」
の
膠
着
力
が
勝
り
、
倭
文
体
で
倭
習
と
い
う
の
も
妙

だ
が
、
漢
文
的
措
辞
を
規
範
と
し
つ
つ
も
、
倭
習
に
よ
っ
て
用
例
㉙
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
と

推
測
さ
れ
る
。
⑭
忘
不
給
「
ワ
ス
レ
タ
マ
ハ
ズ
」
も
同
様
の
言
語
事
象
と
見
做
さ
れ
る
。

五　

漢
文
訓
読
史
か
ら
見
た
宣
命
体
に
お
け
る
「
不
」
の
特
性

漢
文
訓
読
は
「
漢
文
を
自
言
語
で
理
解
す
る
こ
と
で
は
翻
訳
と
似
る
が
、
漢
文
構
文
の
原
表
記

を
残
し
た
ま
ま
で
其
れ
に
よ
り
か
か
り
な
が
ら
自
言
語
で
理
解
す
る
と
い
う
点
で
翻
訳
と
は
異
な

る
。
訓
読
は
、
特
殊
な
、
し
か
も
巧
妙
な
言
語
活
動
で
あ
る
…
…
漢
文
を
読
む
際
に
、
理
解
の
助

け
と
し
て
注
記
・
符
号
類
を
漢
文
に
記
入
す
る
こ
と
を
加
点
と
い
い
、
こ
れ
ら
の
注
記
・
符
号
類

を
訓
点
と
称
す
る
。
…
…
日
本
語
に
よ
る
訓
点
資
料
は
、
八
世
紀
後
期
の
も
の
か
ら
現
存
す
る
。

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
華
厳
刊
定
記
巻
第
五
』
に
は
、
日
本
語
の
語
順
に
よ
り
漢
文
を
訓
ん
だ
こ

と
を
示
す
所
謂
る
返
点
が
朱
点
及
び
白
点
に
よ
り
加
点
さ
れ
て
い
て
、
巻
末
識
語
か
ら
延
暦
二
年

（
七
八
三
）
及
び
延
暦
七
年
（
七
八
八
）
の
加
点
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
紀
年
明
記
の
現
存

最
古
の
加
点
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。」
⑻
で
あ
り
、
国
語
史
的
に
宣
命
体
表
記
の
方
が
古
い
。

宣
命
研
究
の
先
駆
者
で
あ
る
小
谷
博
泰
は
、
前
掲
⑮
不
治
賜
と
㉙
治
不
賜
に
つ
い
て
「『
不
』

字
な
ど
必
ず
返
倒
表
記
な
さ
れ
る
付
属
語
相
当
実
字
の
中
に
は
、
下
の
動
詞
に
及
ぶ
文
法
的
意
味

を
指
示
す
る
だ
け
で
な
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
下
の
動
詞
（
補
助
動
詞
）
と
一
体
と
な
り
、
熟
合

し
た
形
で
読
ま
れ
た
も
の
も
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。」
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
宣
命
体
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い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
こ
れ
は
、
宣
命
小
書
体
が
案
出
さ
れ
る
以
前
の
、
変
体
漢
文

体
で
記
載
さ
れ
た
『
古
事
記
』
⑸
の
神
話
伝
承
で
の
、
次
の
用
例
か
ら
も
窺
い
知
れ
る
。

於
二
其
島
一
天
降
坐
而
、
見
二
立
天
之
御
柱
一
、
見
二
立
八
尋
殿
一
。
於
是
、
問
二
其
妹
伊
邪
那
美

命
一
曰
、
汝
身
者
、
如
何
成
、
答
曰
、
吾
身
者
、
成
々
不
二
成
合
一
処
一
処
在
。
爾
、
伊
邪
那
岐

命
詔
、
我
身
者
、
成
々
而
成
余
処
一
処
在
。
故
、
以
二
此
吾
身
成
余
処
一
、
刺
下
塞
汝
身
不
二
成

合
一
処
上
而
、
以
三
為
生
二
成
国
土
一
。（
上
巻
、
伊
邪
那
岐
命
と
伊
邪
那
美
命
）

傍
線
部
は
、
天
地
陰
陽
の
生
成
過
程
を
説
く
『
周
易
』
の
「
乾
為
善
三
氣
相
成
合
于
一
元
元
者

善
之
長
也
」（
繋
辞
上
伝
）
等
が
発
想
の
典
故
だ
と
思
わ
れ
る
。
類
似
の
語
句
を
繰
り
返
す
表
現

が
特
徴
的
な
男
女
両
神
の
身
体
問
答
に
て
、「
婚
儀
を
済
ま
す
」
意
と
も
解
釈
で
き
る
複
合
動
詞

「
ナ
リ
ア
フ
」
の
否
定
形
「
ナ
リ
ア
ハ
ヌ
」
だ
が
、
日
本
語
の
語
順
に
即
し
た
「
成
合
不
」
や
宣

命
大
書
体
に
よ
る
「
成
合
奴
」
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
稗
田
阿
礼
が
誦
習
し
、
太
安
万
侶
が
記
載

し
た
語
り
の
文
体
に
お
い
て
も
漢
文
体
の
枠
組
み
を
借
り
て
お
り
、
そ
の
構
文
的
な
措
辞
の
拘
束

を
解
く
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
識
字
層
に
お
け
る
「
テ
ニ
ヲ
ハ
」
へ
の
対
処
、
所
謂
「
鬼
と
会
え
ば

返
る
」
式
の
漢
文
訓
読
の
習
熟
を
前
提
と
し
て
記
載
へ
と
変
換
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

宣
命
体
表
記
は
、
厳
粛
な
祭
儀
の
場
で
口
誦
す
る
こ
と
が
前
提
の
記
載
だ
か
ら
語
序
と
付
属
語

表
示
に
実
用
的
な
工
夫
を
凝
ら
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
の
背
景
に
は
、
漢
文
訓
読
の

過
程
で
生
じ
た
漢
字
と
倭
訓
の
対
応
関
係
の
固
定
化
が
あ
る
。『
古
事
記
』
の
文
字
法
に
つ
い
て

で
は
あ
る
が
、
漢
文
訓
読
史
研
究
の
権
威
で
あ
る
小
林
芳
規
が
「
古
事
記
で
は
、
丁
度
音
仮
名
の

用
法
に
統
一
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
表
語
の
漢
字
の
用
法
に
も
、
一
定
漢
字
に
一
定
の
訓
を
対
応

さ
せ
る
原
則
に
基
づ
く
、
用
字
法
の
統
一
性
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
正
格
の
漢
文
を
訓
読
し
て

理
解
す
る
場
と
は
異
な
り
、
一
定
漢
字
を
一
定
訓
に
対
応
さ
せ
、
こ
の
関
係
を
利
用
し
て
、
日
本

語
文
を
漢
字
で
表
現
す
る
と
い
う
場
に
お
け
る
工
夫
の
所
産
で
あ
る
。
こ
の
一
定
訓
を
担
っ
た
漢

字
の
そ
れ
ぞ
れ
の
訓
―
―
そ
の
よ
う
な
漢
字
を
『
訓
漢
字
』
と
呼
ぶ
―
―
を
復
元
す
る
作
業
は
、

訓
点
資
料
や
古
辞
書
の
訓
を
恣
意
的
に
流
用
す
る
だ
け
だ
は
出
来
上
ら
な
い
。
そ
の
手
続
き
を
如

何
に
す
る
か
が
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
…
…
又
、
古
事
記
の
文
章
に
は
、
構
文
の
骨
組
み
の
部
分

に
、
漢
文
的
措
辞
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
訓
み
に
は
今
日
の
訓
点
資
料
の
研
究
か
ら
得
た
漢

文
訓
読
史
の
諸
種
の
知
見
が
生
か
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
⑹
と
述
べ
て
い
る
如
く
で
あ
る
。

さ
て
、
宣
命
体
式
送
り
仮
名
の
書
き
添
え
に
精
粗
の
差
が
あ
る
点
に
つ
い
て
は
、
古
訓
点
資
料

や
仏
教
と
の
関
係
に
注
目
し
た
藤
枝
德
三
が
「
宣
命
體
は
假
名
交
り
の
文
體
で
あ
る
が
一
定
の
法

則
を
以
て
假
名
が
送
ら
れ
て
ゐ
な
い
か
ら
送
假
名
の
存
否
に
就
い
て
は
何
等
の
法
則
を
も
立
て
る

事
が
出
來
な
い
。
然
し
傾
向
と
も
云
ふ
べ
き
程
度
の
も
の
を
宣
命
の
書
樣
か
ら
抽
き
出
し
て
來
る

事
は
出
來
る
。
…
…
先
づ
用
言
漢
字
と
そ
れ
に
連
る
品
詞
と
の
間
の
書
樣
態
を
取
扱
ふ
こ
と
ゝ
し

た
。」
と
述
べ
、「
不
定
示
態
（
誦
読
不
定
の
態
）
と
定
示
態
（
誦
読
を
完
全
な
ら
し
め
る
態
）
と

い
う
書
様
の
二
大
別
と
そ
の
下
位
分
類
を
次
の
如
く
提
示
⑺
し
た
。
重
要
な
分
析
観
点
で
あ
る
。

不
定
示
態
＝
一
、
用
言
漢
字
に
連
な
る

品
詞
の
略
さ
れ
た
態

  

二
、
用
言
漢
字
の
活
用
語

尾
の
定
示
さ
れ
ぬ
態

定
示
態
＝
三
、
用
言
漢
字
の
活
用
語
尾

の
定
示
さ
れ
て
ゐ
る
態

四
、
用
言
漢
字
が
假
名
書
と
な

つ
て
次
の
品
詞
に
連
な
る
態

次
に
、
同
じ
読
み
方
に
お
け
る
三
字
語
の
措
辞
の
異
同
に
つ
い
て
検
証
し
て
み
よ
う
。

⑮
不
治
賜
「
ヲ
サ
メ
タ
マ
ハ
ズ
」
＊
男
波
随
仕
奉
状
弖
種
々
治
賜
比
ッ
礼

等

母
女
不
治
賜
（
第
一
三
詔
）

㉙
治
不
賜
「
ヲ
サ
メ
タ
マ
ハ
ズ
」
＊
親
王
多知
治
賜
夫
日
仁
治
不
賜
在
牟止
為
弖
奈
母

（
第
二
五
詔
）

右
は
同
じ
読
み
方
だ
が
、
逐
字
的
な
音
節
の
対
応
か
ら
分
析
す
る
と
、「
ズ
ヲ
サ
メ
タ
マ
ハ
」

と
「
ヲ
サ
メ
ズ
タ
マ
ハ
」
の
相
違
が
あ
る
。
敬
語
の
補
助
動
詞
「
賜
」
は
構
文
的
な
語
序
を
よ
り

倭
文
的
な
句
単
位
「
ヲ
サ
メ
タ
マ
ハ
ズ
」
に
収
束
さ
せ
る
働
き
が
あ
る
が
、
複
合
動
詞
「
治

オ
サ
メ
タ
マ
フ
賜
」

よ
り
も
否
定
辞
を
冠
し
た
文
字
列
「
不タ
マ
ハ
ズ賜
」
の
膠
着
力
が
勝
り
、
倭
文
体
で
倭
習
と
い
う
の
も
妙

だ
が
、
漢
文
的
措
辞
を
規
範
と
し
つ
つ
も
、
倭
習
に
よ
っ
て
用
例
㉙
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
と

推
測
さ
れ
る
。
⑭
忘
不
給
「
ワ
ス
レ
タ
マ
ハ
ズ
」
も
同
様
の
言
語
事
象
と
見
做
さ
れ
る
。

五

漢
文
訓
読
史
か
ら
見
た
宣
命
体
に
お
け
る
「
不
」
の
特
性

漢
文
訓
読
は
「
漢
文
を
自
言
語
で
理
解
す
る
こ
と
で
は
翻
訳
と
似
る
が
、
漢
文
構
文
の
原
表
記

を
残
し
た
ま
ま
で
其
れ
に
よ
り
か
か
り
な
が
ら
自
言
語
で
理
解
す
る
と
い
う
点
で
翻
訳
と
は
異
な

る
。
訓
読
は
、
特
殊
な
、
し
か
も
巧
妙
な
言
語
活
動
で
あ
る
…
…
漢
文
を
読
む
際
に
、
理
解
の
助

け
と
し
て
注
記
・
符
号
類
を
漢
文
に
記
入
す
る
こ
と
を
加
点
と
い
い
、
こ
れ
ら
の
注
記
・
符
号
類

を
訓
点
と
称
す
る
。
…
…
日
本
語
に
よ
る
訓
点
資
料
は
、
八
世
紀
後
期
の
も
の
か
ら
現
存
す
る
。

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
華
厳
刊
定
記
巻
第
五
』
に
は
、
日
本
語
の
語
順
に
よ
り
漢
文
を
訓
ん
だ
こ

と
を
示
す
所
謂
る
返
点
が
朱
点
及
び
白
点
に
よ
り
加
点
さ
れ
て
い
て
、
巻
末
識
語
か
ら
延
暦
二
年

（
七
八
三
）
及
び
延
暦
七
年
（
七
八
八
）
の
加
点
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
紀
年
明
記
の
現
存

最
古
の
加
点
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。」
⑻
で
あ
り
、
国
語
史
的
に
宣
命
体
表
記
の
方
が
古
い
。

宣
命
研
究
の
先
駆
者
で
あ
る
小
谷
博
泰
は
、
前
掲
⑮
不
治
賜
と
㉙
治
不
賜
に
つ
い
て
「『
不
』

字
な
ど
必
ず
返
倒
表
記
な
さ
れ
る
付
属
語
相
当
実
字
の
中
に
は
、
下
の
動
詞
に
及
ぶ
文
法
的
意
味

を
指
示
す
る
だ
け
で
な
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
下
の
動
詞
（
補
助
動
詞
）
と
一
体
と
な
り
、
熟
合

し
た
形
で
読
ま
れ
た
も
の
も
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。」
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
宣
命
体
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五

�
不
究
尽
「
キ
ハ
メ
ツ
ク
サ
ズ
」（
１
例
）
＊
奥
地
毛
不
究
尽
之
弖
敗
軍
費
粮
弖
還
参
来
（
第
六
二
詔
）

�
不
勘
賜
「
タ
マ
ハ
ズ
」（
２
例
）
＊
承
前
尓
仕
奉
祁
留
事
乎
所
念
行
弖
奈

母

不
勘
賜
免
賜
布（
第
六
二
詔
）

い
ず
れ
も
活
用
語
を
承
け
る
否
定
表
現
で
あ
り
、
打
消
の
国
語
助
動
詞
と
密
接
に
関
わ
る
。

四　
「
不
」
を
含
む
用
例
の
分
析

ま
ず
、
仏
教
用
語
を
典
故
と
す
る
字
音
語
㉓
不
可
思
議
「
フ
カ
シ
ギ
」（
思
い
議
る
こ
と
の
で

き
な
い
偉
大
な
智
慧
）
お
よ
び

字
音
語
＋
サ
変
動
詞
�
不
禁
制
「
キ
ン
セ
イ
セ
ズ
」（『
金
光
明
最
勝
王
経
』
王
法

正
論
品
の
一
節
か
ら
引
用
）
を
除
き
、
倭
文
体
の
祝

詞
宣
命
で
は
倭
語
に
よ
る
返
読
を
前
提
と
し
た
倒
置
表
記
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
こ
れ

は
、
当
時
の
識
字
層
が
漢
文
訓
読
の
習
熟
に
よ
っ
て
、
短
句
な
ら
ば
日
本
語
の
語
順
に
従
っ
て
表

音
で
書
く
順
置
よ
り
も
漢
文
助
字
で
否
定
辞
の
漢
字
「
不
」
の
表
意
性
を
優
先
的
に
選
択
し
た
証

拠
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
両
者
に
共
通
す
る
次
の
用
例
で
検
証
し
て
み
よ
う
。

⑤
不
在
「
ア
ラ
ズ
」
＊
一
年
二
年
尓
不
レ
在
、
歳
真
尼
久
傷
故
尓
（
龍
田
風
神
祭
）

①
不
在
「
ア
ラ
ズ
」
＊
汝
藤
原
朝
臣
乃
仕
奉
状
者
今
乃
未
尓

不
在
（
第
二
詔
）

傍
線
部
の
終
止
形
句
末
だ
が
、
語
幹
「
ア
ラ
」
＋
語
尾
「
ズ
」
の
語
構
成
意
識
か
ら
「
在
須
」

と
表
記
し
た
ら
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
た
ち
ま
ち
「
不
」
に
よ
る
否
定
の
意
味
を
喚
起
す
る
表
意
性

は
失
わ
れ
、
言
語
主
体
で
あ
る
神
官
や
天
皇
の
、
字
面
か
ら
視
覚
的
に
伝
わ
る
否
定
の
意
志
ま
で

萎
ん
で
し
ま
う
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
表
意
性
へ
の
志
向
と
表
音
性
へ
の
志
向
の
綱
引
き
に
お
い
て

語
順
（
音
声
レ
ベ
ル
で
は
「
ア
ラ

ズ
」
と
い
う
音
節
の
線
条
性
）
の
基
準
よ
り
も
前
者
が
勝
っ
た
の
は
、
元
来
漢
語
だ
っ
た
字
面
の
結
合

性
（
現
代
中
国
語bùzài

。
日
本
語
で
も
「
そ
の
場
に
い

な
い
」
意
で
字
音
語
直
読
の
「
フ
ザ
イ
」
を
使
用
）
お
よ
び
句
末
で
終
止
す
る
打
消
の
助
動
詞
の
基
本
形
「
ズ

dzu

」（
連
用
形

も
同
様
）
と
一
字
一
音
式
（
一
拍　
一
音
節
）で
密
着
対
応
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
故
に
、

初
出
以
外
で
も
書
き
添
え
の
用
例
は
見
当
た
ら
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
同
じ
一
音
節
で
も
連
用
形
「
ヌnu

」」
お
よ
び
打
消
推
量
の
「
ジzi

」
に
な
る
と

万
葉
仮
名
小
字
を
書
き
添
え
た
次
の
用
例
が
あ
る
。

㊸
不
報
「
ム
ク
イ
ヌ
」
＊
然
人
止
之
天　

恩
乎
不
知
恩
乎
不
報
奴
乎
波　

聖
乃
御
法
仁毛
禁
給
弊流(

第
四
一
詔)

㊿
不
載
「
ノ
セ
ヌ
」
＊
心
仁
穢
乎
波
天
乃
不
覆
地
乃
不
載
奴
所
止
成
奴
（
第
四
五
詔
）

㊻
不
蒙
「
カ
ガ
フ
ラ
ジ
」
＊
天
地
乃
福
毛
不
蒙
自(

第
四
五
詔)

㊸
は
出
家
し
て
仏
教
に
帰
依
し
た
称
徳
女
帝
（
孝
謙
重
祚
）
の
宣
命
で
あ
る
。
父
母･

衆
生･

国
王･

三
宝
な
ど
の
恩
を
知
り
、
そ
の
恩
に
報
い
る
と
す
る
仏
法
の
「
知
恩
報
恩
」
に
基
づ
く
対

句
の
否
定
形
。
㊿
㊻
も
称
徳
詔
。
㊿
は
万
物
生
成
を
表
現
し
た
『
礼
記
』
の
「
天
之
所
覆
、
地
之

所
載
」（
中
庸
）
を
典
故
と
す
る
対
句
の
否
定
形
。
㊻
は
天
と
人
の
間
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
り
、

相
互
に
影
響
を
与
え
る
『
後
漢
書
』
の
「
天
人
感
応
説
」
を
反
映
し
た
「
天
道
可
信
、
家
必
蒙
福
」

（
皇
后
紀
上
）
を
典
故
と
す
る
対
句
の
否
定
形
。
三
例
と
も
万
葉
仮
名
小
字
の
書
き
添
え
に
よ
っ

て
否
定
辞
「
不
」
は
黙
字
と
な
る
。
黙
字
は
読
み
余
し
だ
か
ら
不
要
と
も
思
え
る
が
、
漢
文
の
対

句
表
現
を
倭
文
体
の
宣
命
に
摂
取
す
る
際
、
語
形
の
精
確
さ
は
仮
名
に
委
ね
て
、
四
字
熟
語
の
前

項
と
後
項
で
漢
語
の
字
面
を
均
衡
さ
せ
よ
う
と
す
る
国
語
意
識
が
働
い
た
結
果
、「
不
」
を
視
覚

的
に
温
存
し
、
直
ち
に
否
定
の
意
味
を
喚
起
さ
せ
る
選
択
を
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

こ
れ
は
「
蛇
足
」
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
画
竜
点
睛
」
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

逆
に
、「
ヌnu

」」
と
「
ジzi

」
の
語
形
を
読
み
添
え
に
委
ね
た
次
の
用
例
も
散
見
さ
れ
る
。

⑤
不
免
「
ユ
ル
サ
ヌ
」
＊
強
盗
竊
盗
常
赦
不
免
者
、
並
不
在
赦
例
（
第
三
詔
）

⑥
不
首
「
マ
ウ
サ
ヌ
」
＊
亡
命
山
沢
、
挾
蔵
軍
器
、
百
日
不
首
、
復
罪
如
初
。（
第
三
詔
）

⑦
不
能
「
ア
タ
ハ
ヌ
」
＊
賑
恤
鰥
寡
惸
独
不
能
自
存
者
、
人
別
賜
籾
一
斛
。（
第
三
詔
）

㉜
不
授
「
サ
ズ
ケ
ヌ
」
＊
天
乃
不
授
所
乎
得
天
在
人
方
受
天毛
全
久
坐
物
仁毛
不
在
（
第
三
一
詔
）

㊳
不
触
「
フ
レ
ヌ
」
＊
神
等
乎
方
三
宝
余
利
離
天
不
触
物
曽
止
奈
毛
人
能
念
天
在
（
第
三
八
詔
）

�
不
顚
「
ク
ツ
ガ
エ
ラ
ヌ
」
＊
百
足
之
虫
乃
至
死
不
顚
事
波
輔
乎
多
美
止
奈
毛

（
第
五
九
詔
）

�
不
好
「
ヨ
カ
ラ
ヌ
」
＊
如
此
時
尓
当
都〻
人
々
不
好
謀
乎
懐
弖
天
下
乎毛
乱
（
第
五
九
詔
）

③
不
堪
「
タ
ヘ
ジ
」
＊
朕
者
不
堪
止
辞
白
而
受
不
坐
在
間
尓
（
第
三
詔
）

⑫
不
成
「
ナ
ラ
ジ
」
＊
全
平
牟等
念
弖
仕
奉
間
尓
衆
人
波
不
成
哿登
疑
（
第
一
三
詔
）

⑰
不
死
「
シ
ナ
ジ
」
＊
王
乃
幣
尓
去
曽　

死
米
能
杼
尓波
不
死
止
（
第
一
三
詔
）

⑳
不
得
忘
「
エ
ジ
」
＊
其
人
乃
宇
武
何
志
伎
事
欵
事
乎
送
不
得
忘
（
第
七
詔
）

㉚
不
言
「
イ
フ
マ
シ
ジ
」
＊
斗
卑
等
乃
仇
能
在
言
期
等

久

不
言
岐
辞
母
言
奴
（
第
二
七
詔
）

㉝
不
定
「
サ
ダ
メ
ジ
」
＊
天
津
日
継
位
乎
朕
一
利
貪
天
後
乃
継
乎
不
定
止
仁

方

不
在
（
第
三
一
詔
）

㊽
不
立
「
タ
タ
ジ
」
＊
是
東
人
波
常
尓
云
久
額
尓
方
箭
波
立
止
毛
背
波
箭
方
不
立
止
（
第
四
五
詔
）

⑤
⑥
⑦
は
、
部
分
的
な
宣
命
書
き
の
全
く
な
い
漢
文
的
措
辞
だ
が
、
短
句
返
読
に
習
熟
し
て
い

れ
ば
、
万
葉
仮
名
小
字
の
書
き
添
え
は
な
く
と
も
、
読
み
誤
る
虞
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

⑳
不
得
忘
「
ワ
ス
レ
エ
ジ
」
は
「
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
い
」
の
意
。「
不
レ
得
」
は
単
な
る
打

ち
消
し
で
は
な
く
不
可
能
を
表
す
漢
文
句
形
で
あ
る
。
聖
武
天
皇
が
光
明
皇
后
の
父
で
あ
り
、
舅

の
藤
原
不
比
等
の
人
徳
と
勤
勉
に
対
す
る
回
顧
と
賞
賛
に
お
い
て
敬
慕
の
情
を
強
調
す
る
際
、
起

草
者
を
し
て
「
不
忘
」
で
は
な
く
「
不
得
忘
」
の
表
現
を
選
択
さ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
他
の
用
例
も
、
起
草
者
の
脳
裡
に
は
漢
文
訓
読
に
習
熟
し
た
宣
命
使
の
技
能
を
信
頼
し
、

元
来
は
漢
語
の
字
面
を
解
体
し
て
ま
で
宣
命
体
を
用
い
る
ま
で
も
な
い
と
い
っ
た
国
語
意
識
が
働
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五

�
不
究
尽
「
キ
ハ
メ
ツ
ク
サ
ズ
」（
１
例
）
＊
奥
地
毛
不
究
尽
之
弖
敗
軍
費
粮
弖
還
参
来
（
第
六
二
詔
）

�
不
勘
賜
「
タ
マ
ハ
ズ
」（
２
例
）
＊
承
前
尓
仕
奉
祁
留
事
乎
所
念
行
弖
奈

母

不
勘
賜
免
賜
布（
第
六
二
詔
）

い
ず
れ
も
活
用
語
を
承
け
る
否
定
表
現
で
あ
り
、
打
消
の
国
語
助
動
詞
と
密
接
に
関
わ
る
。

四
「
不
」
を
含
む
用
例
の
分
析

ま
ず
、
仏
教
用
語
を
典
故
と
す
る
字
音
語
㉓
不
可
思
議
「
フ
カ
シ
ギ
」（
思
い
議
る
こ
と
の
で

き
な
い
偉
大
な
智
慧
）
お
よ
び

字
音
語
＋
サ
変
動
詞
�
不
禁
制
「
キ
ン
セ
イ
セ
ズ
」（『
金
光
明
最
勝
王
経
』
王
法

正
論
品
の
一
節
か
ら
引
用
）
を
除
き
、
倭
文
体
の
祝

詞
宣
命
で
は
倭
語
に
よ
る
返
読
を
前
提
と
し
た
倒
置
表
記
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
こ
れ

は
、
当
時
の
識
字
層
が
漢
文
訓
読
の
習
熟
に
よ
っ
て
、
短
句
な
ら
ば
日
本
語
の
語
順
に
従
っ
て
表

音
で
書
く
順
置
よ
り
も
漢
文
助
字
で
否
定
辞
の
漢
字
「
不
」
の
表
意
性
を
優
先
的
に
選
択
し
た
証

拠
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
両
者
に
共
通
す
る
次
の
用
例
で
検
証
し
て
み
よ
う
。

⑤
不
在
「
ア
ラ
ズ
」
＊
一
年
二
年
尓
不
レ
在
、
歳
真
尼
久
傷
故
尓
（
龍
田
風
神
祭
）

①
不
在
「
ア
ラ
ズ
」
＊
汝
藤
原
朝
臣
乃
仕
奉
状
者
今
乃
未

尓

不
在
（
第
二
詔
）

傍
線
部
の
終
止
形
句
末
だ
が
、
語
幹
「
ア
ラ
」
＋
語
尾
「
ズ
」
の
語
構
成
意
識
か
ら
「
在
須
」

と
表
記
し
た
ら
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
た
ち
ま
ち
「
不
」
に
よ
る
否
定
の
意
味
を
喚
起
す
る
表
意
性

は
失
わ
れ
、
言
語
主
体
で
あ
る
神
官
や
天
皇
の
、
字
面
か
ら
視
覚
的
に
伝
わ
る
否
定
の
意
志
ま
で

萎
ん
で
し
ま
う
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
表
意
性
へ
の
志
向
と
表
音
性
へ
の
志
向
の
綱
引
き
に
お
い
て

語
順
（
音
声
レ
ベ
ル
で
は
「
ア
ラ

ズ
」
と
い
う
音
節
の
線
条
性
）
の
基
準
よ
り
も
前
者
が
勝
っ
た
の
は
、
元
来
漢
語
だ
っ
た
字
面
の
結
合

性
（
現
代
中
国
語bùzài

。
日
本
語
で
も
「
そ
の
場
に
い

な
い
」
意
で
字
音
語
直
読
の
「
フ
ザ
イ
」
を
使
用
）
お
よ
び
句
末
で
終
止
す
る
打
消
の
助
動
詞
の
基
本
形
「
ズ

dzu

」（
連
用
形

も
同
様
）
と
一
字
一
音
式
（
一
拍
一
音
節
）で
密
着
対
応
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
故
に
、

初
出
以
外
で
も
書
き
添
え
の
用
例
は
見
当
た
ら
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
同
じ
一
音
節
で
も
連
用
形
「
ヌnu

」」
お
よ
び
打
消
推
量
の
「
ジzi

」
に
な
る
と

万
葉
仮
名
小
字
を
書
き
添
え
た
次
の
用
例
が
あ
る
。

㊸
不
報
「
ム
ク
イ
ヌ
」
＊
然
人
止
之
天

恩
乎
不
知
恩
乎
不
報
奴
乎
波

聖
乃
御
法
仁毛
禁
給
弊流(

第
四
一
詔)

㊿
不
載
「
ノ
セ
ヌ
」
＊
心
仁
穢
乎
波
天
乃
不
覆
地
乃
不
載
奴
所
止
成
奴
（
第
四
五
詔
）

㊻
不
蒙
「
カ
ガ
フ
ラ
ジ
」
＊
天
地
乃
福
毛
不
蒙
自(

第
四
五
詔)

㊸
は
出
家
し
て
仏
教
に
帰
依
し
た
称
徳
女
帝
（
孝
謙
重
祚
）
の
宣
命
で
あ
る
。
父
母･

衆
生･

国
王･

三
宝
な
ど
の
恩
を
知
り
、
そ
の
恩
に
報
い
る
と
す
る
仏
法
の
「
知
恩
報
恩
」
に
基
づ
く
対

句
の
否
定
形
。
㊿
㊻
も
称
徳
詔
。
㊿
は
万
物
生
成
を
表
現
し
た
『
礼
記
』
の
「
天
之
所
覆
、
地
之

所
載
」（
中
庸
）
を
典
故
と
す
る
対
句
の
否
定
形
。
㊻
は
天
と
人
の
間
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
り
、

相
互
に
影
響
を
与
え
る
『
後
漢
書
』
の
「
天
人
感
応
説
」
を
反
映
し
た
「
天
道
可
信
、
家
必
蒙
福
」

（
皇
后
紀
上
）
を
典
故
と
す
る
対
句
の
否
定
形
。
三
例
と
も
万
葉
仮
名
小
字
の
書
き
添
え
に
よ
っ

て
否
定
辞
「
不
」
は
黙
字
と
な
る
。
黙
字
は
読
み
余
し
だ
か
ら
不
要
と
も
思
え
る
が
、
漢
文
の
対

句
表
現
を
倭
文
体
の
宣
命
に
摂
取
す
る
際
、
語
形
の
精
確
さ
は
仮
名
に
委
ね
て
、
四
字
熟
語
の
前

項
と
後
項
で
漢
語
の
字
面
を
均
衡
さ
せ
よ
う
と
す
る
国
語
意
識
が
働
い
た
結
果
、「
不
」
を
視
覚

的
に
温
存
し
、
直
ち
に
否
定
の
意
味
を
喚
起
さ
せ
る
選
択
を
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

こ
れ
は
「
蛇
足
」
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
画
竜
点
睛
」
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

逆
に
、「
ヌnu

」」
と
「
ジzi

」
の
語
形
を
読
み
添
え
に
委
ね
た
次
の
用
例
も
散
見
さ
れ
る
。

⑤
不
免
「
ユ
ル
サ
ヌ
」
＊
強
盗
竊
盗
常
赦
不
免
者
、
並
不
在
赦
例
（
第
三
詔
）

⑥
不
首
「
マ
ウ
サ
ヌ
」
＊
亡
命
山
沢
、
挾
蔵
軍
器
、
百
日
不
首
、
復
罪
如
初
。（
第
三
詔
）

⑦
不
能
「
ア
タ
ハ
ヌ
」
＊
賑
恤
鰥
寡
惸
独
不
能
自
存
者
、
人
別
賜
籾
一
斛
。（
第
三
詔
）

㉜
不
授
「
サ
ズ
ケ
ヌ
」
＊
天
乃
不
授
所
乎
得
天
在
人
方
受
天毛
全
久
坐
物
仁毛
不
在
（
第
三
一
詔
）

㊳
不
触
「
フ
レ
ヌ
」
＊
神
等
乎
方
三
宝
余
利
離
天
不
触
物
曽
止

奈
毛
人
能
念
天
在
（
第
三
八
詔
）

�
不
顚
「
ク
ツ
ガ
エ
ラ
ヌ
」
＊
百
足
之
虫
乃
至
死
不
顚
事
波
輔
乎
多
美
止
奈
毛

（
第
五
九
詔
）

�
不
好
「
ヨ
カ
ラ
ヌ
」
＊
如
此
時
尓
当
都〻
人
々
不
好
謀
乎
懐
弖
天
下
乎毛
乱
（
第
五
九
詔
）

③
不
堪
「
タ
ヘ
ジ
」
＊
朕
者
不
堪
止
辞
白
而
受
不
坐
在
間
尓
（
第
三
詔
）

⑫
不
成
「
ナ
ラ
ジ
」
＊
全
平
牟等
念
弖
仕
奉
間
尓
衆
人
波
不
成
哿登
疑
（
第
一
三
詔
）

⑰
不
死
「
シ
ナ
ジ
」
＊
王
乃
幣
尓
去
曽

死
米
能
杼
尓波
不
死
止
（
第
一
三
詔
）

⑳
不
得
忘
「
エ
ジ
」
＊
其
人
乃
宇
武
何
志
伎
事
欵
事
乎
送
不
得
忘
（
第
七
詔
）

㉚
不
言
「
イ
フ
マ
シ
ジ
」
＊
斗
卑
等
乃
仇
能
在
言
期
等
久

不
言
岐
辞
母
言
奴
（
第
二
七
詔
）

㉝
不
定
「
サ
ダ
メ
ジ
」
＊
天
津
日
継
位
乎
朕
一
利
貪
天
後
乃
継
乎
不
定
止
仁

方

不
在
（
第
三
一
詔
）

㊽
不
立
「
タ
タ
ジ
」
＊
是
東
人
波
常
尓
云
久
額
尓
方
箭
波
立
止
毛
背
波
箭
方
不
立
止
（
第
四
五
詔
）

⑤
⑥
⑦
は
、
部
分
的
な
宣
命
書
き
の
全
く
な
い
漢
文
的
措
辞
だ
が
、
短
句
返
読
に
習
熟
し
て
い

れ
ば
、
万
葉
仮
名
小
字
の
書
き
添
え
は
な
く
と
も
、
読
み
誤
る
虞
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

⑳
不
得
忘
「
ワ
ス
レ
エ
ジ
」
は
「
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
い
」
の
意
。「
不
レ
得
」
は
単
な
る
打

ち
消
し
で
は
な
く
不
可
能
を
表
す
漢
文
句
形
で
あ
る
。
聖
武
天
皇
が
光
明
皇
后
の
父
で
あ
り
、
舅

の
藤
原
不
比
等
の
人
徳
と
勤
勉
に
対
す
る
回
顧
と
賞
賛
に
お
い
て
敬
慕
の
情
を
強
調
す
る
際
、
起

草
者
を
し
て
「
不
忘
」
で
は
な
く
「
不
得
忘
」
の
表
現
を
選
択
さ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
他
の
用
例
も
、
起
草
者
の
脳
裡
に
は
漢
文
訓
読
に
習
熟
し
た
宣
命
使
の
技
能
を
信
頼
し
、

元
来
は
漢
語
の
字
面
を
解
体
し
て
ま
で
宣
命
体
を
用
い
る
ま
で
も
な
い
と
い
っ
た
国
語
意
識
が
働
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四

②
不
改
「
ア
ラ
タ
ム
マ
シ
ジ
キ
」（
四
字
句　

の
み
４
例
）
＊
天
地
共
長
与
日
月
共
遠
不
改
常
典
乎
（
第
三
詔
）

③
不
堪
「
タ
ヘ
ジ
」（
４
例
）
＊
朕
者
不
堪
止
辞
白
而
受
不
坐
在
間
尓
（
第
三
詔
）

④
不
坐
「
イ
マ
サ
ズ
」（
２
例
）
＊
朕
者
不
堪
止
辞
白
而
受
不
坐
在
間
尓
（
第
三
詔
）

⑤
不
免
「
ユ
ル
サ
ヌ
」（
４
例
）
＊
強
盗
竊
盗
常
赦
不
免
者
、
並
不
在
赦
例
（
第
三
詔
）

⑥
不
首
「
マ
ウ
サ
ヌ
」（
２
例
）
＊
亡
命
山
沢
、
挾
蔵
軍
器
、
百
日
不
首
、
復
罪
如
初
。（
第
三
詔
）

⑦
不
能
「
ア
タ
ハ
ヌ
」（
６
例
）
＊
賑
恤
鰥
寡
惸
独
不
能
自
存
者
、
人
別
賜
籾
一
斛
。（
第
三
詔
）

⑧
不
知
「
シ
ラ
ニ
」（
20
例
）
＊
進
母
不
知
退
母
不
知
天
地
之
心
母
労
久
重
（
第
五
詔
）

⑨
不
有
「
ア
ラ
ズ
」（
７
例
）
＊
又
於
天
下
政
置
而
独
知
倍伎
物
不
有
（
第
七
詔
）

⑩
不
忘
「
ワ
ス
レ
ズ
」（
３
例
）
＊
不
忘
不
失
可
有
伎
表
等
之
弖　

一
二
人
乎
治
賜
波
奈
止

那　

毛

（
第
一
〇
詔
）

⑪
不
失
「
ウ
シ
ナ
ハ
ズ
」（
４
例
）
＊
不
忘
不
失
可
有
伎
表
等
之
弖　

一
二
人
乎
治
賜
波
奈
止

那　

毛

（
第
一
〇
詔
）

⑫
不
成
「
ナ
ラ
ジ
」（
２
例
）
＊
全
平
牟等
念
弖
仕
奉
間
尓
衆
人
波
不
成
哿登
疑
（
第
一
三
詔
）

⑬
不
令
侮
「
シ
メ
ズ
」（
２
例
）
＊
与
天
地
共
人
尓
不
令
侮
不
令
穢
治
賜
部止

（
第
一
三
詔
）

⑭
忘
不
給
「
タ
マ
ハ
ズ
」（
４
例
）
＊
伊
蘓
之美
宇
牟
賀
斯美
忘
不
給
止
自
弖

奈

母

（
第
一
三
詔
）

⑮
不
治
賜
「
タ
マ
ハ
ズ
」（
２
例
）
＊
男
波
随
仕
奉
状
弖
種
々
治
賜
比
ッ
礼

等

母
女
不
治
賜
（
第
一
三
詔
）

⑯
不
荒
「
ア
ラ
サ
ズ
」（
１
例
）
＊
於
母
夫
気
教
祁牟
事
不
過
不
失
家
門
不
荒
自弖

（
第
一
三
詔
）

⑰
不
死
「
シ
ナ
ジ
」（
１
例
）
＊
王
乃
幣
尓
去
曽　

死
米
能
杼
尓波
不
死
止
（
第
一
三
詔
）

⑱
不
敢
賜
「
ア
ヘ
タ
マ
ハ
ズ
」（
３
例
）
＊
万
機
密
久
多
久
志
天　

御
身
不
敢
賜
有
礼
（
第
一
四
詔
）

⑲
不
為
「
ナ
サ
ズ
」（
２
例
）
＊
則
朕
毛
欲
奉
造
止
思
登毛
得
不
為
之
間
尓
（
第
一
五
詔
）

⑳
不
得
忘
「
エ
ジ
」（
16
例
）
＊
其
人
乃
宇
武
何
志
伎
事
欵
事
乎
送
不
得
忘
（
第
七
詔
）

㉑
不
従
「
シ
タ
ガ
ハ
ズ
」（
２
例
）
＊
如
此
宣
大
命
尓
不
従
将
在
人
波
（
第
一
六
詔
）

㉒
不
所
念
「
オ
モ
ホ
エ
ズ
」（
１
例
）
＊
一
毛
吾
乎
可
怨
事
者
不
所
念
（
第
一
八
詔
）

㉓
不
可
思
議
「
フ
カ
シ
ギ
」（
２
例
）
＊
四
大
天
王
乃
不
可
思
議
威
神
之
力
尓
依
氐志

（
第
一
九
詔
）

㉔
不
会
「
マ
ジ
ラ
ズ
」（
１
例
）
＊
然
不
会
謀
庭
亦
不
被
告
而
（
第
二
〇
詔
）

㉕
不
被
告
「
ラ
レ
ネ
」（
１
例
）
＊
然
不
会
謀
庭
亦
不
被
告
而
（
第
二
〇
詔
）

㉖
不
安
「
ヤ
ス
カ
ラ
ズ
」（
２
例
）
＊
人
子
之
理
尓
不
得
定
省
波
朕
情
母
日
夜
不
安
（
第
二
三
詔
）

㉗
不
申
「
マ
ヲ
サ
ズ
」（
２
例
）
＊
吾
加
久
不
申
成
奈波
敢
氐
申
人
者
不
在
（
第
二
五
詔
）

㉘
不
念
「
オ
モ
ホ
サ
ズ
」（
２
例
）
＊
大
保
乎波
多
他
仁
卿
止
能
味
波
不
念
（
第
二
五
詔
）

㉙
治
不
賜
「
タ
マ
ハ
ズ
」（
７
例
）
＊
親
王
多知
治
賜
夫
日
仁
治
不
賜
在
牟止
為
弖
奈
母

（
第
二
五
詔
）

㉚
不
言
「
イ
フ
マ
シ
ジ
」（
１
例
）
＊
斗
卑
等
乃
仇
能
在
言
期
等
久

不
言
岐
辞
母
言
奴
（
第
二
七
詔
）

㉛
不
行
「
オ
コ
ナ
ハ
ズ
」（
１
例
）
＊
国
家
乃
政
乎
不
行
阿
流
己
止
不
得
（
第
二
八
詔
）

㉜
不
授
「
サ
ズ
ケ
ヌ
」（
２
例
）
＊
天
乃
不
授
所
乎
得
天
在
人
方
受
天毛
全
久
坐
物
仁毛
不
在
（
第
三
一
詔
）

㉝
不
定
「
サ
ダ
メ
ジ
」(

１
例)

＊
天
津
日
継
位
乎
朕
一
利
貪
天
後
乃
継
乎
不
定
止
仁

方

不
在
（
第
三
一
詔
）

㉞
不
奉
「
マ
ツ
ラ
ズ
」(

１
例)

＊
可
久
賜
故
方
平
伎
時
仁
奉
侍
己
止
方

誰
人
可
不
奉
侍
在
牟
（
第
三
二
詔)

㉟
不
惜
「
ヲ
シ
マ
ズ
」（
１
例
）
＊
如
比
久
宇
治
方
夜
伎

時
仁
身
命
乎
不
惜
之
天
（
第
三
二
詔
）

㊱
不
善
「
ヨ
カ
ラ
ズ
」（
１
例
）
＊
何
乎
以
天
可
知
止
奈
良
方
志
愚
仁
心
不
善
之
天
（
第
三
三
詔
）

㊲
不
当
「
ナ
メ
ク
」（
ク
活
用
形
容
詞

の
熟
字
訓
１
例
）＊
愚
痴
仁
在
奴
方
思
和
久
事
毛
無
之
天
人
乃
不
当
无
礼
止（
第
三
五
詔
）

㊳
不
触
「
フ
レ
ヌ
」（
１
例
）
＊
神
等
乎
方
三
宝
余
利
離
天
不
触
物
曽
止
奈
毛
人
能
念
天
在
（
第
三
八
詔
）

㊴
不
忌
「
イ
マ
ズ
」（
１
例
）
＊
本
忌
之
可
如
久
方
不
忌
之
天
此
乃
大
甞
方
聞
行
止
（
第
三
八
詔
）

㊵
不
過
「
ア
ヤ
マ
タ
ズ
」（
２
例
）
＊
於
母
夫
気
教
祁牟
事
不
過
不
失
家
門
不
荒
自弖

（
第
一
三
詔
）

㊶
不
楽
「
ネ
ガ
ハ
ズ
」（
１
例
）
＊
相
従
道
乎
志
天
世
間
乃
位
冠
乎波
不
楽
伊
末
佐
倍
止
毛
奈
毛

（
第
四
一
詔
）

㊷
不
退
「
マ
カ
ラ
ズ
」（
１
例
）
＊
今
方
身
毛
不
敢
阿
流
良
牟
物
乎
夜
昼
不
退
之天
護
助
奉
侍
遠
（
第
四
一
詔
）

㊸
不
報
「
ム
ク
イ
ヌ
」（
１
例
）
＊
然
人
止
之
天　

恩
乎
不
知
恩
乎
不
報
奴
乎
波　

聖
乃
御
法
仁毛
禁
給
弊流

（
第
四
一
詔
）

㊹
不
奏
「
マ
ヲ
サ
ズ
」（
１
例
）
＊
猶
人
方
不
奏
天
在
等
毛
心
中
悪
久
垢
久
濁
天
在
人
波
（
第
四
四
詔
）

㊺
不
順
「
シ
タ
ガ
ハ
ズ
」（
１
例
）
＊
朕
我
教
給
布
御
命
尓
不
順
之
天
（
第
四
五
詔
）

㊻
不
蒙
「
カ
ガ
フ
ラ
ジ
」（
１
例
）
＊
天
地
乃
福
毛
不
蒙
自
（
第
四
五
詔
）

㊼
不
絶
「
タ
エ
ズ
」（
２
例
）
＊
復
天
乃
福
毛
蒙
利
永
世
尓
門
不
絶
奉
侍
利
昌
牟
（
第
四
五
詔
）

㊽
不
立「
タ
タ
ジ
」（
１
例
）＊
是
東
人
波
常
尓
云
久
額
尓
方
箭
波
立
止
毛
背
波
箭
方
不
立
止（
第
四
五
詔
）

㊾
不
覆
「
オ
ホ
ハ
ズ
」（
１
例
）
＊
心
仁
穢
乎
波
天
乃
不
覆
地
乃
不
載
奴
所
止
成
奴
（
第
四
五
詔
）

㊿
不
載
「
ノ
セ
ヌ
」（
１
例
）
＊
心
仁
穢
乎
波
天
乃
不
覆
地
乃
不
載
奴
所
止
成
奴
（
第
四
五
詔
）

�
不
禁
制
「
キ
ン
セ
イ
セ
ズ
」（
１
例
）
＊
国
人
造
悪
業
王
者
不
禁
制
此
非
順
正
理
（
第
四
五
詔
）

�
不
違
「
タ
ガ
ハ
ズ
」（
１
例
）
＊
朕
我
教
事
尓
不
違
之
天
束
祢
治
牟
表
止
奈
毛
（
第
四
五
詔
）

�
不
聞
看「
キ
コ
シ
メ
サ
ズ
」（
１
例
）＊
自
今
日
者
大
臣
之
奏
之
政
者
不
聞
看
夜
成
牟（
第
五
一
詔
）

�
不
看
行「
ミ
ソ
ナ
ハ
サ
ズ
」（
１
例
）＊
自
明
日
者
大
臣
之
仕
奉
儀
者
不
看
行
夜
成
牟（
第
五
一
詔
）

�
不
今
耳
「
イ
マ
ノ
ミ
ニ
ア
ラ
ズ
」（
１
例
）
＊
美
麻
志
大
臣
乃
仕
奉
来
状
波
不
今
耳
（
第
五
二
詔
）

�
不
受
賜
「
ウ
ケ
タ
マ
ハ
ラ
ズ
」（
１
例
）
＊
上
賜
比
授
賜
時
尓
固
辞
申
而
不
受
賜
成
尓岐（
第
五
二
詔
）

�
不
幾
「
イ
ク
バ
ク
モ
ア
ラ
ズ
」（
１
例
）
＊
復
年
毛
弥
高
成
尓弖
餘
命
不
幾
（
第
五
九
詔
）

�
不
顚
「
ク
ツ
ガ
エ
ラ
ヌ
」（
１
例
）
＊
百
足
之
虫
乃
至
死
不
顚
事
波
輔
乎
多
美
止

奈
毛

（
第
五
九
詔
）

�
不
好
「
ヨ
カ
ラ
ヌ
」（
１
例
）
＊
如
此
時
尓
当
都〻
人
々
不
好
謀
乎
懐
弖
天
下
乎毛
乱
（
第
五
九
詔
）

�
不
滅
「
ホ
ロ
ボ
サ
ズ
」（
１
例
）
＊
己
我
祖
乃
門
不
滅
弥
高
尓
仕
奉
将
継
止
思
慎
天
（
第
五
九
詔
）

�
不
合
順「
ア
ヒ
シ
タ
ガ
ハ
ズ
」（
１
例
）＊
任
賜
之
元
謀
尓
波
不
合
順
進
入
倍
伎
奥
地
毛（
第
六
二
詔
）
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②
不
改
「
ア
ラ
タ
ム
マ
シ
ジ
キ
」（
四
字
句

の
み
４
例
）
＊
天
地
共
長
与
日
月
共
遠
不
改
常
典
乎
（
第
三
詔
）

③
不
堪
「
タ
ヘ
ジ
」（
４
例
）
＊
朕
者
不
堪
止
辞
白
而
受
不
坐
在
間
尓
（
第
三
詔
）

④
不
坐
「
イ
マ
サ
ズ
」（
２
例
）
＊
朕
者
不
堪
止
辞
白
而
受
不
坐
在
間
尓
（
第
三
詔
）

⑤
不
免
「
ユ
ル
サ
ヌ
」（
４
例
）
＊
強
盗
竊
盗
常
赦
不
免
者
、
並
不
在
赦
例
（
第
三
詔
）

⑥
不
首
「
マ
ウ
サ
ヌ
」（
２
例
）
＊
亡
命
山
沢
、
挾
蔵
軍
器
、
百
日
不
首
、
復
罪
如
初
。（
第
三
詔
）

⑦
不
能
「
ア
タ
ハ
ヌ
」（
６
例
）
＊
賑
恤
鰥
寡
惸
独
不
能
自
存
者
、
人
別
賜
籾
一
斛
。（
第
三
詔
）

⑧
不
知
「
シ
ラ
ニ
」（
20
例
）
＊
進
母
不
知
退
母
不
知
天
地
之
心
母
労
久
重
（
第
五
詔
）

⑨
不
有
「
ア
ラ
ズ
」（
７
例
）
＊
又
於
天
下
政
置
而
独
知
倍伎
物
不
有
（
第
七
詔
）

⑩
不
忘
「
ワ
ス
レ
ズ
」（
３
例
）
＊
不
忘
不
失
可
有
伎
表
等
之
弖

一
二
人
乎
治
賜
波
奈
止

那

毛

（
第
一
〇
詔
）

⑪
不
失
「
ウ
シ
ナ
ハ
ズ
」（
４
例
）
＊
不
忘
不
失
可
有
伎
表
等
之

弖

一
二
人
乎
治
賜
波
奈
止

那

毛

（
第
一
〇
詔
）

⑫
不
成
「
ナ
ラ
ジ
」（
２
例
）
＊
全
平
牟等
念
弖
仕
奉
間
尓
衆
人
波
不
成
哿登
疑
（
第
一
三
詔
）

⑬
不
令
侮
「
シ
メ
ズ
」（
２
例
）
＊
与
天
地
共
人
尓
不
令
侮
不
令
穢
治
賜
部止

（
第
一
三
詔
）

⑭
忘
不
給
「
タ
マ
ハ
ズ
」（
４
例
）
＊
伊
蘓
之美
宇
牟
賀
斯美
忘
不
給
止
自
弖

奈

母

（
第
一
三
詔
）

⑮
不
治
賜
「
タ
マ
ハ
ズ
」（
２
例
）
＊
男
波
随
仕
奉
状
弖
種
々
治
賜
比
ッ
礼

等

母
女
不
治
賜
（
第
一
三
詔
）

⑯
不
荒
「
ア
ラ
サ
ズ
」（
１
例
）
＊
於
母
夫
気
教
祁牟
事
不
過
不
失
家
門
不
荒
自弖

（
第
一
三
詔
）

⑰
不
死
「
シ
ナ
ジ
」（
１
例
）
＊
王
乃
幣
尓
去
曽

死
米
能
杼
尓波
不
死
止
（
第
一
三
詔
）

⑱
不
敢
賜
「
ア
ヘ
タ
マ
ハ
ズ
」（
３
例
）
＊
万
機
密
久
多
久
志
天

御
身
不
敢
賜
有
礼
（
第
一
四
詔
）

⑲
不
為
「
ナ
サ
ズ
」（
２
例
）
＊
則
朕
毛
欲
奉
造
止
思
登毛
得
不
為
之
間
尓
（
第
一
五
詔
）

⑳
不
得
忘
「
エ
ジ
」（
16
例
）
＊
其
人
乃
宇
武
何
志
伎
事
欵
事
乎
送
不
得
忘
（
第
七
詔
）

㉑
不
従
「
シ
タ
ガ
ハ
ズ
」（
２
例
）
＊
如
此
宣
大
命
尓
不
従
将
在
人
波
（
第
一
六
詔
）

㉒
不
所
念
「
オ
モ
ホ
エ
ズ
」（
１
例
）
＊
一
毛
吾
乎
可
怨
事
者
不
所
念
（
第
一
八
詔
）

㉓
不
可
思
議
「
フ
カ
シ
ギ
」（
２
例
）
＊
四
大
天
王
乃
不
可
思
議
威
神
之
力
尓
依
氐志

（
第
一
九
詔
）

㉔
不
会
「
マ
ジ
ラ
ズ
」（
１
例
）
＊
然
不
会
謀
庭
亦
不
被
告
而
（
第
二
〇
詔
）

㉕
不
被
告
「
ラ
レ
ネ
」（
１
例
）
＊
然
不
会
謀
庭
亦
不
被
告
而
（
第
二
〇
詔
）

㉖
不
安
「
ヤ
ス
カ
ラ
ズ
」（
２
例
）
＊
人
子
之
理
尓
不
得
定
省
波
朕
情
母
日
夜
不
安
（
第
二
三
詔
）

㉗
不
申
「
マ
ヲ
サ
ズ
」（
２
例
）
＊
吾
加
久
不
申
成
奈波
敢
氐
申
人
者
不
在
（
第
二
五
詔
）

㉘
不
念
「
オ
モ
ホ
サ
ズ
」（
２
例
）
＊
大
保
乎波
多
他
仁
卿
止
能
味
波
不
念
（
第
二
五
詔
）

㉙
治
不
賜
「
タ
マ
ハ
ズ
」（
７
例
）
＊
親
王
多知
治
賜
夫
日
仁
治
不
賜
在
牟止
為
弖
奈
母

（
第
二
五
詔
）

㉚
不
言
「
イ
フ
マ
シ
ジ
」（
１
例
）
＊
斗
卑
等
乃
仇
能
在
言
期
等
久

不
言
岐
辞
母
言
奴
（
第
二
七
詔
）

㉛
不
行
「
オ
コ
ナ
ハ
ズ
」（
１
例
）
＊
国
家
乃
政
乎
不
行
阿
流
己
止
不
得
（
第
二
八
詔
）

㉜
不
授
「
サ
ズ
ケ
ヌ
」（
２
例
）
＊
天
乃
不
授
所
乎
得
天
在
人
方
受
天毛
全
久
坐
物
仁毛
不
在
（
第
三
一
詔
）

㉝
不
定
「
サ
ダ
メ
ジ
」(

１
例)

＊
天
津
日
継
位
乎
朕
一
利
貪
天
後
乃
継
乎
不
定
止
仁

方

不
在
（
第
三
一
詔
）

㉞
不
奉
「
マ
ツ
ラ
ズ
」(

１
例)

＊
可
久
賜
故
方
平
伎
時
仁
奉
侍
己
止
方

誰
人
可
不
奉
侍
在
牟
（
第
三
二
詔)

㉟
不
惜
「
ヲ
シ
マ
ズ
」（
１
例
）
＊
如
比
久
宇
治
方
夜
伎

時
仁
身
命
乎
不
惜
之
天
（
第
三
二
詔
）

㊱
不
善
「
ヨ
カ
ラ
ズ
」（
１
例
）
＊
何
乎
以
天
可
知
止
奈
良
方
志
愚
仁
心
不
善
之
天
（
第
三
三
詔
）

㊲
不
当
「
ナ
メ
ク
」（
ク
活
用
形
容
詞

の
熟
字
訓
１
例
）＊
愚
痴
仁
在
奴
方
思
和
久
事
毛
無
之
天
人
乃
不
当
无
礼
止（
第
三
五
詔
）

㊳
不
触
「
フ
レ
ヌ
」（
１
例
）
＊
神
等
乎
方
三
宝
余
利
離
天
不
触
物
曽
止

奈
毛
人
能
念
天
在
（
第
三
八
詔
）

㊴
不
忌
「
イ
マ
ズ
」（
１
例
）
＊
本
忌
之
可
如
久
方
不
忌
之
天
此
乃
大
甞
方
聞
行
止
（
第
三
八
詔
）

㊵
不
過
「
ア
ヤ
マ
タ
ズ
」（
２
例
）
＊
於
母
夫
気
教
祁牟
事
不
過
不
失
家
門
不
荒
自弖

（
第
一
三
詔
）

㊶
不
楽
「
ネ
ガ
ハ
ズ
」（
１
例
）
＊
相
従
道
乎
志
天
世
間
乃
位
冠
乎波
不
楽
伊
末
佐
倍
止
毛

奈
毛

（
第
四
一
詔
）

㊷
不
退
「
マ
カ
ラ
ズ
」（
１
例
）
＊
今
方
身
毛
不
敢
阿
流
良
牟
物
乎
夜
昼
不
退
之天
護
助
奉
侍
遠
（
第
四
一
詔
）

㊸
不
報
「
ム
ク
イ
ヌ
」（
１
例
）
＊
然
人
止
之

天

恩
乎
不
知
恩
乎
不
報
奴
乎

波

聖
乃
御
法
仁毛
禁
給
弊流

（
第
四
一
詔
）

㊹
不
奏
「
マ
ヲ
サ
ズ
」（
１
例
）
＊
猶
人
方
不
奏
天
在
等
毛
心
中
悪
久
垢
久
濁
天
在
人
波
（
第
四
四
詔
）

㊺
不
順
「
シ
タ
ガ
ハ
ズ
」（
１
例
）
＊
朕
我
教
給
布
御
命
尓
不
順
之
天
（
第
四
五
詔
）

㊻
不
蒙
「
カ
ガ
フ
ラ
ジ
」（
１
例
）
＊
天
地
乃
福
毛
不
蒙
自
（
第
四
五
詔
）

㊼
不
絶
「
タ
エ
ズ
」（
２
例
）
＊
復
天
乃
福
毛
蒙
利
永
世
尓
門
不
絶
奉
侍
利
昌
牟
（
第
四
五
詔
）

㊽
不
立「
タ
タ
ジ
」（
１
例
）＊
是
東
人
波
常
尓
云
久
額
尓
方
箭
波
立
止
毛
背
波
箭
方
不
立
止（
第
四
五
詔
）

㊾
不
覆
「
オ
ホ
ハ
ズ
」（
１
例
）
＊
心
仁
穢
乎
波
天
乃
不
覆
地
乃
不
載
奴
所
止
成
奴
（
第
四
五
詔
）

㊿
不
載
「
ノ
セ
ヌ
」（
１
例
）
＊
心
仁
穢
乎
波
天
乃
不
覆
地
乃
不
載
奴
所
止
成
奴
（
第
四
五
詔
）

�
不
禁
制
「
キ
ン
セ
イ
セ
ズ
」（
１
例
）
＊
国
人
造
悪
業
王
者
不
禁
制
此
非
順
正
理
（
第
四
五
詔
）

�
不
違
「
タ
ガ
ハ
ズ
」（
１
例
）
＊
朕
我
教
事
尓
不
違
之
天
束
祢
治
牟
表
止
奈
毛
（
第
四
五
詔
）

�
不
聞
看「
キ
コ
シ
メ
サ
ズ
」（
１
例
）＊
自
今
日
者
大
臣
之
奏
之
政
者
不
聞
看
夜
成
牟（
第
五
一
詔
）

�
不
看
行「
ミ
ソ
ナ
ハ
サ
ズ
」（
１
例
）＊
自
明
日
者
大
臣
之
仕
奉
儀
者
不
看
行
夜
成
牟（
第
五
一
詔
）

�
不
今
耳
「
イ
マ
ノ
ミ
ニ
ア
ラ
ズ
」（
１
例
）
＊
美
麻
志
大
臣
乃
仕
奉
来
状
波
不
今
耳
（
第
五
二
詔
）

�
不
受
賜
「
ウ
ケ
タ
マ
ハ
ラ
ズ
」（
１
例
）
＊
上
賜
比
授
賜
時
尓
固
辞
申
而
不
受
賜
成
尓岐（
第
五
二
詔
）

�
不
幾
「
イ
ク
バ
ク
モ
ア
ラ
ズ
」（
１
例
）
＊
復
年
毛
弥
高
成
尓弖
餘
命
不
幾
（
第
五
九
詔
）

�
不
顚
「
ク
ツ
ガ
エ
ラ
ヌ
」（
１
例
）
＊
百
足
之
虫
乃
至
死
不
顚
事
波
輔
乎
多
美
止

奈
毛

（
第
五
九
詔
）

�
不
好
「
ヨ
カ
ラ
ヌ
」（
１
例
）
＊
如
此
時
尓
当
都〻
人
々
不
好
謀
乎
懐
弖
天
下
乎毛
乱
（
第
五
九
詔
）

�
不
滅
「
ホ
ロ
ボ
サ
ズ
」（
１
例
）
＊
己
我
祖
乃
門
不
滅
弥
高
尓
仕
奉
将
継
止
思
慎
天
（
第
五
九
詔
）

�
不
合
順「
ア
ヒ
シ
タ
ガ
ハ
ズ
」（
１
例
）＊
任
賜
之
元
謀
尓
波
不
合
順
進
入
倍
伎
奥
地
毛（
第
六
二
詔
）
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三

次
に
、
漢
字
「
不
」
の
機
能
面
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。
水
上
静
夫
『
漢
字
語
源
事
典
』（
雄

山
閣
出
版
、
昭
和
五
八
年
九
月
）
第
三
編 

漢
字
の
機
能
（
漢
語
の
熟
語
）
Ⅱ 

熟
語
構
成
の
基
本
形 

5 
肯
否
定
の
認
定
語 

は
「
こ
れ
は
、
肯
定
や
否
定
を
表
わ
す
助
字
的
な
字
を
上
に
加
え
る
こ
と

に
よ
り
（
Ａ
）
物
事
を
判
断
す
る
基
本
と
し
、
下
に
判
断
さ
れ
る
こ
と
を
表
わ
す
（
Ｂ
）
を
置
き
、

肯
否
定
の
主
観
的
な
認
定
や
評
価
を
加
え
る
働
き
を
す
る
熟
語
の
形
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
種
類

の
熟
語
は
、『
Ａ
』
字
と
『
Ｂ
』
字
の
二
つ
の
う
ち
Ａ
（
上
字
）
が
Ｂ
（
下
字
）
の
要
素
や
成
分

に
対
し
て
、
何
ら
か
の
主
観
的
な
認
定
と
か
評
価
を
加
え
る
働
き
に
よ
っ
て
、
あ
る
物
事
を
肯
定

し
た
り
、
ま
た
、
否
定
し
た
り
す
る
関
係
（
目
的
）
で
結
合
し
た
性
格
を
も
つ
、
熟
語
の
形
式
を

と
る
も
の
を
、
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
別
に
、『
是
認
・
否
定
の
働
き
を
す
る
熟
語
』
の

構
成
と
い
っ
て
も
よ
い
も
の
で
あ
る
。
…
…
こ
の
場
合
、
否
定
の
方
に
お
い
て
は
Ａ
字
は
お
お
む

ね
打
消
し
の
助
動
詞
が
使
わ
れ
、
肯
定
の
面
で
は
実
詞
が
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ

の
形
式
の
熟
語
の
Ａ
字
と
な
っ
た
時
に
は
、
す
べ
て
虚
詞
と
し
て
の
利
用
法
で
あ
っ
て
、
そ
れ
も

特
に
比
重
が
強
い
『
情
意
詞
』
と
し
て
の
利
用
法
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
に

よ
っ
て
、
話
し
手
の
き
わ
め
て
複
雑
な
心
理
的
な
多
岐
に
わ
た
る
感
情
を
、
強
力
に
表
現
す
る
こ

と
に
使
わ
れ
る
語
法
で
あ
る
」
と
解
説
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
Ｂ 

否
定
・
否
定
面
の
語
法 

ア

「
不
」
字
を
使
用
す
る
場
合
で
「『
不
』
字
は
、
動
詞
や
形
容
詞
を
Ｂ
字
と
し
、
そ
の
上
に
つ
い
て

（
Ａ
字
）、
そ
れ
を
打
ち
消
し
、
動
作
・
行
為
・
存
在
（
動
詞
）
や
状
態
・
属
性
（
形
容
詞
）
を
否

定
す
る
認
定
の
働
き
を
す
る
。『
…
…
し
な
い
』・『
…
…
で
な
い
』・『
…
…
な
い
』
意
で
、『
弗
』

に
字
よ
り
も
意
味
が
軽
い
」
と
す
る
。
宣
命
の
機
能
は
天
皇
の
政
事
に
関
す
る
意
向
や
判
断
を
仰

せ
言
と
し
て
臣
下
万
民
に
命
令
し
納
得
せ
し
め
る
「
説
得
行
為
」
に
あ
る
が
、
宣
命
文
を
対
人
的

な
「
説
得
の
文
章
」
と
位
置
づ
け
る
と
、
文
章
心
理
と
し
て
は
公
的
客
観
的
な
論
理
性
を
志
向
し

な
が
ら
、
内
奥
に
は
私
的
主
観
的
な
情
意
性
も
沈
澱
し
て
い
る
。
故
に
、
論
理
と
情
意
を
兼
ね
た

否
定
辞
の
漢
字
「
不
」
に
関
し
て
私
に
引
い
た
傍
線
部
の
指
摘
は
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
否
定
辞
「
不
」
の
表
意
性
が
な
い
万
葉
仮
名
の
み
の
表
音
表
記
も
①
「
年
緒
長
久
皇
后

不
坐
事
母
一
豆乃
善
有
良努
行
尓
在
」（
第
七
詔
連
体
形
）、
②
「
男
能未
父
名
負
弖
女
波
伊
婆
礼奴
物
尓
阿
礼
夜
」

（
第
一
三
詔
連
体
形
）、
③
「
数
々
辞
備
申
多
夫

仁　

依
弖
受
賜
多
婆

受　

」（
第
二
六
詔
終
止
形
）、
④
「
出
家
之天
在

大
臣
毛
在
倍
之

止　

念
天
楽
末湏
位
仁
方
阿
良

祢
止
毛　
」（
第
二
八
詔
已
然
形
）、
⑤
「
人
仁
毛
伊
佐
奈
方
礼
湏
人
乎
毛
止
毛

奈
方
湏
之
天
」（
第
三
三
詔
終
止
形
）、
⑥
「
天
地
毛
憎
多
麻
波
受
君
毛
捨
不
給
之
天
」（
第
四
五
詔
終

止
形
）
等
の
用
例
が
存
在
す
る
。
右
は
①
を
除
き
、
直
上
に
接
す
る
動
詞
も
表
音
表
記
で
あ
る
点

が
共
通
し
て
い
る
。
⑤
の
大
字
は
、
諸
本
の
校
異
で
小
字
と
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

一
方
、
漢
字
「
不
」
を
借
音
に
よ
っ
て
万
葉
仮
名
字
母
と
し
て
い
る
用
例
も
あ
る
。
続
日
本
紀

宣
命
で
四
段
動
詞
の
活
用
語
尾
「
フ
」
を
小
書
き
す
る
字
母
に
は
「
布
」「
夫
」「
不
」
の
三
種
が
あ
る
。

い
ま
平
仮
名
「
ふ
」
の
字
源
「
不
」
の
用
例
を
挙
げ
れ
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
日
本

語
の
Ｓ
Ｏ
Ｖ
語
順
の
句
末
に
位
置
す
る
補
助
動
詞
「
タ
マ
フ
」
の
語
幹
「
タ
マ
」
を
表
す
漢
字
「
賜
・

給
」
に
下
接
す
る
語
尾
「
フ
」
で
あ
る
。
語
順
と
小
書
に
よ
っ
て
否
定
辞
と
紛
れ
る
虞
は
な
い
が
、

同
じ
字
形
の
干
渉
を
嫌
っ
て
か
、「
布
」「
夫
」
に
比
べ
、
使
用
頻
度
は
低
い
。

①
「
京
職
大
夫
従
三
位
藤
原
朝
臣
麻
呂
等
伊
負
図
亀
一
頭
献
止
奏
賜
不尓
所
聞
行
驚
賜
恠
賜
所
見
行
歓

賜
嘉
賜
氐
所
思
行
久
者
」（
第
六
詔
連
体
形
）、
②
「
然
此
遍
方
猶
道
鏡
伊
所
賜
天
彼
等
我
惑
心
乎
方
教

導
天
貞
久
浄
伎
心
乎
以
天
朝
庭
乃
御
奴
止
奉
仕
之
米
无
止
宣
尓
依
天
汝
等
我
罪
方
免
給
。
但
官
方
解
給
不
。
散
位

止
之
天　

奉
仕
止
勅
御
命
乎
聞
食
倍
止
宣
」（
第
三
五
詔
終
止
形
）、
③
「
然
毛
治
賜
牟止
所
念
之
ゝ
位
止
奈
毛

一
品

贈
賜
不
。
子
等
乎婆
二
世
王
尓
上
賜
比
治
賜
不
」（
第
五
八
詔
終
止
形
）

三　

祝
詞
宣
命
に
お
け
る
「
不
」
を
含
む
用
例

祝
詞
宣
命
は
、
同
じ
く
呪
祷
奏
宣
の
文
学
ジ
ャ
ン
ル
に
属
す
る
倭
文
体
で
宣
命
体
表
記
だ
が
、

否
定
辞
の
漢
字
「
不
」
を
含
む
用
例
の
書
き
様
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
い
ま
初
出
順
の
異
な
り
語

「
読
み
方
」（
全
詔
に
お
け

る
用
例
数
）
＊
初
出
の
用
例
（
初
出
の

所

在
）
を
挙
げ
れ
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
（
両
者
で
共
通
す
る
字

面
に
は
波
線
を
施

す
。
ま
た
、
活
用
語
尾
が
万
葉
仮
名
で
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
場
合
は
網
掛
け
を
施
す
。「
不
」
以
外
の
助
字
「
令
」「
能
」「
得
」「
所
」

「
被
」「
耳
」
お
よ
び
敬
語
の
補
助
動
詞
「
給
」「
賜
」
は
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
示
す
。
文
節
単
位
で
三
字
句
四
字
句
が
不
可
分
な
漢
字
は
□
で
囲
む
）。

『
延
喜
式
』
所
載
祝
詞
⑷

①
不
干
「
ホ
サ
ズ
」（
2
例
）
＊
青
海
原
者
棹
柁
不
レ
干
、
舟
艫
能
至
留
極
（
祈
年
祭
）

②
不
過
「
ア
ヤ
マ
タ
ズ
」
＊
神
主
祝
部
等
受
賜
弖
、
事
不
レ
過
捧
持
奉
登
宣
（
祈
年
祭
）

③
不
相
賜
「
タ
マ
ハ
ズ
」
＊
公
民
乃
取
作
礼
留
奥
都
御
歳
乎
悪
風
荒
水
尓
不
二
相
賜
一
（
広
瀬
大
忌
祭
）

④
不
成
「
ナ
サ
ザ
ル
」
＊
天
下
乃
公
民
乃
作
物
乎
草
乃
片
葉
尓
至
万
氐
不
レ
成
（
龍
田
風
神
祭
）

⑤
不
在
「
ア
ラ
ズ
」
＊
一
年
二
年
尓
不
レ
在
、
歳
真
尼
久
傷
故
尓
（
龍
田
風
神
祭
）

⑥
不
令
為
「
シ
メ
ズ
」
＊
比
礼
懸
絆
緒
襁
懸
絆
緒
乎
手
躓
足
躓
不
レ
令
レ
為
弖
（
大
殿
祭
）

⑦
不
足
「
タ
ラ
ズ
」
＊
此
七
日
尓
波
不
レ
足
弖
、
隠
坐
事
奇
止
弖
見
所
行
須
時
（
鎮
火
祭
）

⑧
不
落
「
オ
チ
ズ
」
＊
幣
帛
乎
、
神
主
祝
部
等
請
弖
、
事
不
レ
落
捧
持
弖
奉
登
宣
（
大
嘗
祭
）

⑨
不
申
「
マ
ヲ
サ
ザ
リ
」
＊
是
以
天
降
遣
時
尓
、
此
神
波
返
事
不
レ
申
支
（
遷
却
祟
神
）

⑩
不
傾
「
カ
タ
ブ
カ
ズ
」
本
末
不
レ
傾
茂
槍
乃
中
執
持
氐
奉
レ
仕
留
中
臣
祭
主
（
中
臣
寿
詞
） 

『
続
日
本
紀
』
所
載
宣
命

①
不
在
「
ア
ラ
ズ
」（
32
例
）
＊
汝
藤
原
朝
臣
乃
仕
奉
状
者
今
乃
未
尓

不
在
（
第
二
詔
）
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三

次
に
、
漢
字
「
不
」
の
機
能
面
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。
水
上
静
夫
『
漢
字
語
源
事
典
』（
雄

山
閣
出
版
、
昭
和
五
八
年
九
月
）
第
三
編
漢
字
の
機
能
（
漢
語
の
熟
語
）
Ⅱ
熟
語
構
成
の
基
本
形

5
肯
否
定
の
認
定
語
は
「
こ
れ
は
、
肯
定
や
否
定
を
表
わ
す
助
字
的
な
字
を
上
に
加
え
る
こ
と

に
よ
り
（
Ａ
）
物
事
を
判
断
す
る
基
本
と
し
、
下
に
判
断
さ
れ
る
こ
と
を
表
わ
す
（
Ｂ
）
を
置
き
、

肯
否
定
の
主
観
的
な
認
定
や
評
価
を
加
え
る
働
き
を
す
る
熟
語
の
形
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
種
類

の
熟
語
は
、『
Ａ
』
字
と
『
Ｂ
』
字
の
二
つ
の
う
ち
Ａ
（
上
字
）
が
Ｂ
（
下
字
）
の
要
素
や
成
分

に
対
し
て
、
何
ら
か
の
主
観
的
な
認
定
と
か
評
価
を
加
え
る
働
き
に
よ
っ
て
、
あ
る
物
事
を
肯
定

し
た
り
、
ま
た
、
否
定
し
た
り
す
る
関
係
（
目
的
）
で
結
合
し
た
性
格
を
も
つ
、
熟
語
の
形
式
を

と
る
も
の
を
、
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
別
に
、『
是
認
・
否
定
の
働
き
を
す
る
熟
語
』
の

構
成
と
い
っ
て
も
よ
い
も
の
で
あ
る
。
…
…
こ
の
場
合
、
否
定
の
方
に
お
い
て
は
Ａ
字
は
お
お
む

ね
打
消
し
の
助
動
詞
が
使
わ
れ
、
肯
定
の
面
で
は
実
詞
が
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ

の
形
式
の
熟
語
の
Ａ
字
と
な
っ
た
時
に
は
、
す
べ
て
虚
詞
と
し
て
の
利
用
法
で
あ
っ
て
、
そ
れ
も

特
に
比
重
が
強
い
『
情
意
詞
』
と
し
て
の
利
用
法
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
に

よ
っ
て
、
話
し
手
の
き
わ
め
て
複
雑
な
心
理
的
な
多
岐
に
わ
た
る
感
情
を
、
強
力
に
表
現
す
る
こ

と
に
使
わ
れ
る
語
法
で
あ
る
」
と
解
説
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
Ｂ
否
定
・
否
定
面
の
語
法
ア

「
不
」
字
を
使
用
す
る
場
合
で
「『
不
』
字
は
、
動
詞
や
形
容
詞
を
Ｂ
字
と
し
、
そ
の
上
に
つ
い
て

（
Ａ
字
）、
そ
れ
を
打
ち
消
し
、
動
作
・
行
為
・
存
在
（
動
詞
）
や
状
態
・
属
性
（
形
容
詞
）
を
否

定
す
る
認
定
の
働
き
を
す
る
。『
…
…
し
な
い
』・『
…
…
で
な
い
』・『
…
…
な
い
』
意
で
、『
弗
』

に
字
よ
り
も
意
味
が
軽
い
」
と
す
る
。
宣
命
の
機
能
は
天
皇
の
政
事
に
関
す
る
意
向
や
判
断
を
仰

せ
言
と
し
て
臣
下
万
民
に
命
令
し
納
得
せ
し
め
る
「
説
得
行
為
」
に
あ
る
が
、
宣
命
文
を
対
人
的

な
「
説
得
の
文
章
」
と
位
置
づ
け
る
と
、
文
章
心
理
と
し
て
は
公
的
客
観
的
な
論
理
性
を
志
向
し

な
が
ら
、
内
奥
に
は
私
的
主
観
的
な
情
意
性
も
沈
澱
し
て
い
る
。
故
に
、
論
理
と
情
意
を
兼
ね
た

否
定
辞
の
漢
字
「
不
」
に
関
し
て
私
に
引
い
た
傍
線
部
の
指
摘
は
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
否
定
辞
「
不
」
の
表
意
性
が
な
い
万
葉
仮
名
の
み
の
表
音
表
記
も
①
「
年
緒
長
久
皇
后

不
坐
事
母
一
豆乃
善
有
良努
行
尓
在
」（
第
七
詔
連
体
形
）、
②
「
男
能未
父
名
負
弖
女
波
伊
婆
礼礼奴
物
尓
阿
礼
夜
」

（
第
一
三
詔
連
体
形
）、
③
「
数
々
辞
備
申
多
夫

仁

依
弖
受
賜
多
婆
多
婆

受

」（
第
二
六
詔
終
止
形
）、
④
「
出
家
之天
在

大
臣
毛
在
倍
之

止

念
天
楽
末湏
位
仁
方
阿
良

仁
方
阿
良

祢
止
毛
」（
第
二
八
詔
已
然
形
）、
⑤
「
人
仁
毛
伊
佐
奈
方
礼
湏
人
乎
毛
止
毛

奈
方
湏
之
天
」（
第
三
三
詔
終
止
形
）、
⑥
「
天
地
毛
憎
多
麻
波
受
君
毛
捨
不
給
之
天
」（
第
四
五
詔
終

止
形
）
等
の
用
例
が
存
在
す
る
。
右
は
①
を
除
き
、
直
上
に
接
す
る
動
詞
も
表
音
表
記
で
あ
る
点

が
共
通
し
て
い
る
。
⑤
の
大
字
は
、
諸
本
の
校
異
で
小
字
と
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

一
方
、
漢
字
「
不
」
を
借
音
に
よ
っ
て
万
葉
仮
名
字
母
と
し
て
い
る
用
例
も
あ
る
。
続
日
本
紀

宣
命
で
四
段
動
詞
の
活
用
語
尾
「
フ
」
を
小
書
き
す
る
字
母
に
は
「
布
」「
夫
」「
不
」
の
三
種
が
あ
る
。

い
ま
平
仮
名
「
ふ
」
の
字
源
「
不
」
の
用
例
を
挙
げ
れ
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
日
本

語
の
Ｓ
Ｏ
Ｖ
語
順
の
句
末
に
位
置
す
る
補
助
動
詞
「
タ
マ
フ
」
の
語
幹
「
タ
マ
」
を
表
す
漢
字
「
賜
・

給
」
に
下
接
す
る
語
尾
「
フ
」
で
あ
る
。
語
順
と
小
書
に
よ
っ
て
否
定
辞
と
紛
れ
る
虞
は
な
い
が
、

同
じ
字
形
の
干
渉
を
嫌
っ
て
か
、「
布
」「
夫
」
に
比
べ
、
使
用
頻
度
は
低
い
。

①
「
京
職
大
夫
従
三
位
藤
原
朝
臣
麻
呂
等
伊
負
図
亀
一
頭
献
止
奏
賜
不尓
所
聞
行
驚
賜
恠
賜
所
見
行
歓

賜
嘉
賜
氐
所
思
行
久
者
」（
第
六
詔
連
体
形
）、
②
「
然
此
遍
方
猶
道
鏡
伊
所
賜
天
彼
等
我
惑
心
乎
方
教

導
天
貞
久
浄
伎
心
乎
以
天
朝
庭
乃
御
奴
止
奉
仕
之
米
无
止
宣
尓
依
天
汝
等
我
罪
方
免
給
。
但
官
方
解
給
不
。
散
位

止
之

天

奉
仕
止
勅
御
命
乎
聞
食
倍
止
宣
」（
第
三
五
詔
終
止
形
）、
③
「
然
毛
治
賜
牟止
所
念
之
ゝ
位
止
奈

毛

一
品

贈
賜
不
。
子
等
乎婆
二
世
王
尓
上
賜
比
治
賜
不
」（
第
五
八
詔
終
止
形
）

三

祝
詞
宣
命
に
お
け
る
「
不
」
を
含
む
用
例

祝
詞
宣
命
は
、
同
じ
く
呪
祷
奏
宣
の
文
学
ジ
ャ
ン
ル
に
属
す
る
倭
文
体
で
宣
命
体
表
記
だ
が
、

否
定
辞
の
漢
字
「
不
」
を
含
む
用
例
の
書
き
様
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
い
ま
初
出
順
の
異
な
り
語

「
読
み
方
」（
全
詔
に
お
け

る
用
例
数
）
＊
初
出
の
用
例
（
初
出
の

所

在
）
を
挙
げ
れ
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
（
両
者
で
共
通
す
る
字

面
に
は
波
線
を
施

す
。
ま
た
、
活
用
語
尾
が
万
葉
仮
名
で
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
場
合
は
網
掛
け
を
施
す
。「
不
」
以
外
の
助
字
「
令
」「
能
」「
得
」「
所
」

「
被
」「
耳
」
お
よ
び
敬
語
の
補
助
動
詞
「
給
」「
賜
」
は
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
示
す
。
文
節
単
位
で
三
字
句
四
字
句
が
不
可
分
な
漢
字
は
□
で
囲
む

「
被
」「
耳
」
お
よ
び
敬
語
の
補
助
動
詞
「
給
」「
賜
」
は
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
示
す
。
文
節
単
位
で
三
字
句
四
字
句
が
不
可
分
な
漢
字
は
□
で
囲
む
）。

『
延
喜
式
』
所
載
祝
詞
⑷

①
不
干
「
ホ
サ
ズ
」（
2
例
）
＊
青
海
原
者
棹
柁
不
レ
干
、
舟
艫
能
至
留
極
（
祈
年
祭
）

②
不
過
「
ア
ヤ
マ
タ
ズ
」
＊
神
主
祝
部
等
受
賜
弖
、
事
不
レ
過
捧
持
奉
登
宣
（
祈
年
祭
）

③
不
相
賜
「
タ
マ
ハ
ズ
」
＊
公
民
乃
取
作
礼
留
奥
都
御
歳
乎
悪
風
荒
水
尓
不
二
相
賜
一
（
広
瀬
大
忌
祭
）

④
不
成
「
ナ
サ
ザ
ル
」
＊
天
下
乃
公
民
乃
作
物
乎
草
乃
片
葉
尓
至
万
氐
不
レ
成
（
龍
田
風
神
祭
）

⑤
不
在
「
ア
ラ
ズ
」
＊
一
年
二
年
尓
不
レ
在
、
歳
真
尼
久
傷
故
尓
（
龍
田
風
神
祭
）

⑥
不
令
為
「
シ
メ
ズ
」
＊
比
礼
懸
絆
緒
襁
懸
絆
緒
乎
手
躓
足
躓
不
レ
令
レ
為
弖
（
大
殿
祭
）

⑦
不
足
「
タ
ラ
ズ
」
＊
此
七
日
尓
波
不
レ
足
弖
、
隠
坐
事
奇
止
弖
見
所
行
須
時
（
鎮
火
祭
）

⑧
不
落
「
オ
チ
ズ
」
＊
幣
帛
乎
、
神
主
祝
部
等
請
弖
、
事
不
レ
落
捧
持
弖
奉
登
宣
（
大
嘗
祭
）

⑨
不
申
「
マ
ヲ
サ
ザ
リ
」
＊
是
以
天
降
遣
時
尓
、
此
神
波
返
事
不
レ
申
支
（
遷
却
祟
神
）

⑩
不
傾
「
カ
タ
ブ
カ
ズ
」
本
末
不
レ
傾
茂
槍
乃
中
執
持
氐
奉
レ
仕
留
中
臣
祭
主
（
中
臣
寿
詞
）

『
続
日
本
紀
』
所
載
宣
命

①
不
在
「
ア
ラ
ズ
」（
32
例
）
＊
汝
藤
原
朝
臣
乃
仕
奉
状
者
今
乃
未
尓

不
在
（
第
二
詔
）
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二

仮
名
で
な
い
漢
文
助
字
の
例
が
散
見
さ
れ
る
が
、
助
動
詞
の
場
合
、
次
の
二
形
態
が
あ
る
。

〔
甲
〕
漢
文
助
字
の
み
に
よ
る
表
示
（
比
況
ゴ
ト
シ
の
「
如
」
を
除
く
）

〔
乙
〕 
万
葉
仮
名
小
書
で
活
用
語
尾
を
添
え
て
活
用
形
を
明
示
（
推
量
ム
、
使
役
シ
ム
の
「
使
」、

受
身
ル
の
「
被
」、
断
定
ナ
リ
の
「
為
」
を
除
く
）

例
え
ば
、
続
日
本
紀
宣
命
⑵
に
は
、
①
「
不>

ズ
（
打
消
）」
②
「
可>

ベ
シ
（
推
量
）」、
③
「
応

>

ベ
シ
（
推
量
）」、
④
「
将>

ム
（
推
量
）」、
⑤
「
欲>

ム
（
推
量
）」、
⑥
「
令>

シ
ム
（
使
役
）」、

⑦
「
使>

シ
ム
（
使
役
）」、
⑧
「
所>

ル
（
受
身
）」、
⑨
「
被>

ル
（
受
身
）」、
⑩
「
為>

ナ
リ
（
断

定
）」、
⑪
「
如>

ゴ
ト
シ
（
比
況
）」
の
一
一
種
が
あ
る
。

い
ま
各
々
対
応
す
る
用
例
を
〔
甲
〕
と
〔
乙
〕
で
一
つ
ず
つ
挙
げ
れ
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

①
「
国
家
乃
政
乎
不
行
阿
流
己
止
不
得
」（
第
二
八
詔
連
用
形
）・「
然
人
止
之
天　

恩
乎
不
知
恩
乎
不
報
奴
乎
波　

」（
第

四
一
詔
連
体
形
）、
②
「
大
坐
坐
而
治
可
賜
止
」（
第
三
詔
終
止
形
）・「
然
今
大
保
方
必
可
仕
奉
之止
所

念
坐
世
」（
第
二
六
詔
終
止
形
）、
③
「
朕
応
発
菩
提
心
縁
尓
在
良之
」（
第
二
七
詔
連
体
形
）・「
其
人

等
乃
和
美
安
美
応
為
久
」（
第
五
六
詔
連
用
形
）、
④
「
書
作
弖
朝
庭
乃
咎
計
弖
将
進
等
謀
家利
」（
第
三
〇

詔
終
止
形
）、
⑤
「
御
病
欲
治
此
乃
天
豆
日
嗣
之
位
者
大
命
尓
坐
世
」（
第
三
詔
終
止
形
）、
⑥
「
奇

異
雲
乃
顕
在
流
所
由
乎
令
勘
尓
」（
第
四
二
詔
連
体
形
）・「
吉
祥
天
乃
悔
過
乎
令
仕
奉
流尓
」（
第
四
二
詔

連
体
形
）、
⑦
「
右
大
臣
而
天
下
尓
号
令
使
為
牟
」（
第
一
九
詔
未
然
形
）、
⑧
「
久
奈
多
夫
礼
良尓
所

詿
誤
百
姓
波
京
土
履
牟
事
穢
弥
」（
第
一
九
詔
連
用
形
）・「
不
知
之
天
悪
友
尓
所
引
率
流
物
在
」（
第

三
五
詔
連
体
形
）、
⑨
「
奈
良
麻
呂
我
兵
起
尓
被
雇
多
利
志　

秦
等
乎婆
遠
流
賜
都
」（
第
二
一
詔
連
用
形
）、

⑩
「
塩
焼
等
五
人
乎
人
告
謀
反
。
汝
等
為
吾
近
人
」（
第
一
八
詔
終
止
形
）、
⑪
「
太
政
大
臣
禅
師

乃
如
理
久
勧
行
波
之

米

教
導
賜
尓
依
天之
」（
第
四
一
詔
連
用
形
）

「
五
国
史
」
宣
命
全
体
を
考
察
対
象
と
し
、
漢
文
助
字
で
表
記
さ
れ
た
助
動
詞
に
つ
い
て
万
葉

仮
名
表
記
例
と
比
較
し
な
が
ら
、
そ
の
用
法
の
特
徴
を
詳
細
に
分
析
し
た
池
田
幸
恵
の
研
究
⑶
も

あ
る
。
池
田
は
、「
宣
命
小
書
体
と
い
う
表
記
形
態
を
と
る
以
上
、
助
詞
・
助
動
詞
の
類
は
万
葉

仮
名
で
小
書
き
さ
れ
る
は
ず
の
も
の
で
あ
り
、
助
詞
の
場
合
は
『
四
国
史
』
宣
命
で
は
、
ほ
ぼ
万

葉
仮
名
で
表
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
助
動
詞
相
当
の
『
不
』
字
『
可
』
字
『
令
』

字
と
い
っ
た
助
字
は
『
四
国
史
』
宣
命
の
段
階
に
至
っ
て
も
多
用
さ
れ
続
け
る
。
そ
の
理
由
と
し

て
は
、
助
字
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
文
脈
が
打
消
や
可
能
・
使
役
で
あ
る
こ
と
が
視
覚

的
に
明
ら
か
に
な
り
、
宣
命
の
宣
読
者
の
文
章
理
解
を
助
け
、
読
み
誤
り
を
少
な
く
す
る
こ
と
が

で
き
る
か
ら
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
表
意
機
能
が
ど
の
程
度
期
待
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い

う
点
で
、
助
動
詞
相
当
の
助
字
は
助
詞
相
当
の
助
字
と
用
い
ら
れ
方
が
異
な
っ
て
く
る
の
で
あ

る
」
と
検
証
を
総
括
し
た
。
宣
命
体
の
本
質
と
国
語
意
識
に
関
わ
る
重
要
な
知
見
で
あ
る
。

小
稿
で
は
出
現
頻
度
の
高
い
①
を
中
心
と
し
て
、
宣
命
を
発
布
す
る
際
、
荘
重
な
音
声
言
語
の

宣
読
口
誦
の
儀
礼
を
必
須
要
件
と
す
る
宣
命
体
に
お
い
て
、
な
ぜ
倒
置
表
記
が
混
在
す
る
の
か
、

ま
た
不
読
の
黙
字
と
見
做
さ
れ
る
表
記
と
文
章
の
諸
相
を
考
察
し
、
否
定
辞
「
不
」
の
漢
字
使
用

の
実
態
と
潜
在
す
る
国
語
意
識
の
解
明
を
試
み
る
。
な
ぜ
な
ら
、
あ
る
命
題
の
主
語
と
述
語
の
関

係
が
成
立
す
る
こ
と
を
承
認
す
る
肯
定
お
よ
び
反
義
概
念
の
否
定
と
い
う
事
象
は
人
間
の
言
語
と

認
知
に
深
く
関
わ
り
、
そ
の
表
現
の
構
造
と
機
能
が
相
関
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で

あ
る
。

二　

否
定
辞
の
漢
字
「
不
」
に
つ
い
て

最
初
に
、
な
ぜ
漢
字
「
不
」（
フブ
）
が
否
定
辞
と
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

加
納
喜
光
『
漢
字
語
源
語
義
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
、
平
成
二
六
年
九
月
）
の
〔
解
説
〕
は
「
打

ち
消
し
や
否
定
を
表
す
言
葉
を
古
代
漢
語
で *pl uəg

、
ま
た
は *pl uət

、
と
い
う
。
こ
の
言
葉
を

口
に
出
す
と
き
は
、
口
を
丸
め
、
頬
を
ふ
く
ら
ま
せ
た
形
を
呈
す
る
。
発
音
す
る
器
官
の
形
だ
け

だ
な
く
、
こ
の
言
葉
自
体
が
『
丸
く
ふ
く
れ
る
』
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
表
す
。
古
代
漢
語
の
意
味

論
的
特
徴
の
一
つ
に
○
（
円
形
）
→⊖

（
二
つ
に
割
れ
る
）
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
転
化
が
あ
る
。
未

分
化
の
全
体
性
が
二
つ
に
割
れ
る
こ
と
が
否
定
と
い
う
認
識
の
論
理
構
造
で
あ
る
。
否
定
と
い
う

事
態
は
極
め
て
抽
象
的
で
あ
る
。*pl uəg

（
ま
た
は *pl uət

）
と
い
う
聴
覚
記
号
の
視
覚
記
号
へ

の
変
換
は
具
体
的
な
物
の
イ
メ
ー
ジ
を
借
り
る
工
夫
が
な
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
考
案
さ
れ
た
の
が

花
の
萼
を
表
す
不
と
い
う
図
形
で
あ
る
。
詩
経
・
常
棣
篇
に
あ
る
鄂
不
ガ
ク

フ　

（
花
弁
を
取
り
巻
く
萼

片
、
う
て
な
）
と
い
う
語
に
原
初
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
残
っ
て
い
る
。
不
は
『
丸
く
ふ
く
れ
る
』
と

い
う
コ
ア
イ
メ
ー
ジ
を
も
ち
、
下
記
の
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
。
近
代
の
文
字
学
者
（
王
国
維
や

羅
振
玉
ら
）
が
不
を
花
の
萼
の
象
形
文
字
と
し
て
以
来
ほ
ぼ
定
説
に
な
っ
て
い
る
。『
ふ
く
れ
る
』

と
い
う
基
本
義
が
あ
る
と
し
た
の
は
藤
堂
明
保
が
最
初
で
あ
る
（
藤
堂
①
）。
不
を
否
定
に
に
用

い
る
の
は
、
た
い
て
い
の
学
者
が
仮
借
と
す
る
。
不
と
否
定
の
結
び
つ
き
を
説
明
し
た
の
は
筆
者

が
最
初
で
あ
る
。」
と
主
張
し
て
い
る
。
藤
堂
①
と
は
引
用
書
の
こ
と
で
、
形
・
音
・
義
を
備
え

た
漢
字
に
お
い
て
、
字
音
が
同
じ
で
あ
れ
ば
何
ら
か
の
意
義
の
共
通
性
が
あ
る
と
考
え
る
「
単
語

家
族
説
」に
基
づ
き
、
漢
字
を
グ
ル
ー
プ
に
分
類
し
編
纂
さ
れ
た
藤
堂
明
保『
漢
字
語
源
辞
典
』（
學

燈
社
、
一
九
六
五
年
）
で
あ
る
。
認
知
し
た
物
事
を
打
ち
消
す
際
、
頰
を
丸
く
膨
ら
ま
せ
て
「
プ

ー
」
と
い
っ
た
音
を
発
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
語
が
生
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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二

仮
名
で
な
い
漢
文
助
字
の
例
が
散
見
さ
れ
る
が
、
助
動
詞
の
場
合
、
次
の
二
形
態
が
あ
る
。

〔
甲
〕
漢
文
助
字
の
み
に
よ
る
表
示
（
比
況
ゴ
ト
シ
の
「
如
」
を
除
く
）

〔
乙
〕
万
葉
仮
名
小
書
で
活
用
語
尾
を
添
え
て
活
用
形
を
明
示
（
推
量
ム
、
使
役
シ
ム
の
「
使
」、

受
身
ル
の
「
被
」、
断
定
ナ
リ
の
「
為
」
を
除
く
）

例
え
ば
、
続
日
本
紀
宣
命
⑵
に
は
、
①
「
不>

ズ
（
打
消
）」
②
「
可>

ベ
シ
（
推
量
）」、
③
「
応

>

ベ
シ
（
推
量
）」、
④
「
将>

ム
（
推
量
）」、
⑤
「
欲>

ム
（
推
量
）」、
⑥
「
令>

シ
ム
（
使
役
）」、

⑦
「
使>

シ
ム
（
使
役
）」、
⑧
「
所>

ル
（
受
身
）」、
⑨
「
被>

ル
（
受
身
）」、
⑩
「
為>

ナ
リ
（
断

定
）」、
⑪
「
如>

ゴ
ト
シ
（
比
況
）」
の
一
一
種
が
あ
る
。

い
ま
各
々
対
応
す
る
用
例
を
〔
甲
〕
と
〔
乙
〕
で
一
つ
ず
つ
挙
げ
れ
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

①
「
国
家
乃
政
乎
不
行
阿
流

己
止
不
得
」（
第
二
八
詔
連
用
形
）・「
然
人
止
之

天

恩
乎
不
知
恩
乎
不
報
奴
乎

波

」（
第

四
一
詔
連
体
形
）、
②
「
大
坐
坐
而
治
可
賜
止
」（
第
三
詔
終
止
形
）・「
然
今
大
保
方
必
可
仕
奉
之止
所

念
坐
世
」（
第
二
六
詔
終
止
形
）、
③
「
朕
応
発
菩
提
心
縁
尓
在
良之
」（
第
二
七
詔
連
体
形
）・「
其
人

等
乃
和
美
安
美
応
為
久
」（
第
五
六
詔
連
用
形
）、
④
「
書
作
弖
朝
庭
乃
咎
計
弖
将
進
等
謀
家利
」（
第
三
〇

詔
終
止
形
）、
⑤
「
御
病
欲
治
此
乃
天
豆
日
嗣
之
位
者
大
命
尓
坐
世
」（
第
三
詔
終
止
形
）、
⑥
「
奇

異
雲
乃
顕
在
流
所
由
乎
令
勘
尓
」（
第
四
二
詔
連
体
形
）・「
吉
祥
天
乃
悔
過
乎
令
仕
奉
流尓
」（
第
四
二
詔

連
体
形
）、
⑦
「
右
大
臣
而
天
下
尓
号
令
使
為
牟
」（
第
一
九
詔
未
然
形
）、
⑧
「
久
奈
多
夫
礼
良尓
所

詿
誤
百
姓
波
京
土
履
牟
事
穢
弥
」（
第
一
九
詔
連
用
形
）・「
不
知
之
天
悪
友
尓
所
引
率
流
物
在
」（
第

三
五
詔
連
体
形
）、
⑨
「
奈
良
麻
呂
我
兵
起
尓
被
雇
多
利
志

秦
等
乎婆
遠
流
賜
都
」（
第
二
一
詔
連
用
形
）、

⑩
「
塩
焼
等
五
人
乎
人
告
謀
反
。
汝
等
為
吾
近
人
」（
第
一
八
詔
終
止
形
）、
⑪
「
太
政
大
臣
禅
師

乃
如
理
久
勧
行
波
之
米

教
導
賜
尓
依
天之
」（
第
四
一
詔
連
用
形
）

「
五
国
史
」
宣
命
全
体
を
考
察
対
象
と
し
、
漢
文
助
字
で
表
記
さ
れ
た
助
動
詞
に
つ
い
て
万
葉

仮
名
表
記
例
と
比
較
し
な
が
ら
、
そ
の
用
法
の
特
徴
を
詳
細
に
分
析
し
た
池
田
幸
恵
の
研
究
⑶
も

あ
る
。
池
田
は
、「
宣
命
小
書
体
と
い
う
表
記
形
態
を
と
る
以
上
、
助
詞
・
助
動
詞
の
類
は
万
葉

仮
名
で
小
書
き
さ
れ
る
は
ず
の
も
の
で
あ
り
、
助
詞
の
場
合
は
『
四
国
史
』
宣
命
で
は
、
ほ
ぼ
万

葉
仮
名
で
表
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
助
動
詞
相
当
の
『
不
』
字
『
可
』
字
『
令
』

字
と
い
っ
た
助
字
は
『
四
国
史
』
宣
命
の
段
階
に
至
っ
て
も
多
用
さ
れ
続
け
る
。
そ
の
理
由
と
し

て
は
、
助
字
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
文
脈
が
打
消
や
可
能
・
使
役
で
あ
る
こ
と
が
視
覚

的
に
明
ら
か
に
な
り
、
宣
命
の
宣
読
者
の
文
章
理
解
を
助
け
、
読
み
誤
り
を
少
な
く
す
る
こ
と
が

で
き
る
か
ら
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
表
意
機
能
が
ど
の
程
度
期
待
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い

う
点
で
、
助
動
詞
相
当
の
助
字
は
助
詞
相
当
の
助
字
と
用
い
ら
れ
方
が
異
な
っ
て
く
る
の
で
あ

る
」
と
検
証
を
総
括
し
た
。
宣
命
体
の
本
質
と
国
語
意
識
に
関
わ
る
重
要
な
知
見
で
あ
る
。

小
稿
で
は
出
現
頻
度
の
高
い
①
を
中
心
と
し
て
、
宣
命
を
発
布
す
る
際
、
荘
重
な
音
声
言
語
の

宣
読
口
誦
の
儀
礼
を
必
須
要
件
と
す
る
宣
命
体
に
お
い
て
、
な
ぜ
倒
置
表
記
が
混
在
す
る
の
か
、

ま
た
不
読
の
黙
字
と
見
做
さ
れ
る
表
記
と
文
章
の
諸
相
を
考
察
し
、
否
定
辞
「
不
」
の
漢
字
使
用

の
実
態
と
潜
在
す
る
国
語
意
識
の
解
明
を
試
み
る
。
な
ぜ
な
ら
、
あ
る
命
題
の
主
語
と
述
語
の
関

係
が
成
立
す
る
こ
と
を
承
認
す
る
肯
定
お
よ
び
反
義
概
念
の
否
定
と
い
う
事
象
は
人
間
の
言
語
と

認
知
に
深
く
関
わ
り
、
そ
の
表
現
の
構
造
と
機
能
が
相
関
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で

あ
る
。

二

否
定
辞
の
漢
字
「
不
」
に
つ
い
て

最
初
に
、
な
ぜ
漢
字
「
不
」（
フブ
）
が
否
定
辞
と
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

加
納
喜
光
『
漢
字
語
源
語
義
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
、
平
成
二
六
年
九
月
）
の
〔
解
説
〕
は
「
打

ち
消
し
や
否
定
を
表
す
言
葉
を
古
代
漢
語
で *pl uəg

、
ま
た
は *pl uət

、
と
い
う
。
こ
の
言
葉
を

口
に
出
す
と
き
は
、
口
を
丸
め
、
頬
を
ふ
く
ら
ま
せ
た
形
を
呈
す
る
。
発
音
す
る
器
官
の
形
だ
け

だ
な
く
、
こ
の
言
葉
自
体
が
『
丸
く
ふ
く
れ
る
』
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
表
す
。
古
代
漢
語
の
意
味

論
的
特
徴
の
一
つ
に
○
（
円
形
）
→⊖

（
二
つ
に
割
れ
る
）
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
転
化
が
あ
る
。
未

分
化
の
全
体
性
が
二
つ
に
割
れ
る
こ
と
が
否
定
と
い
う
認
識
の
論
理
構
造
で
あ
る
。
否
定
と
い
う

事
態
は
極
め
て
抽
象
的
で
あ
る
。*pl uəg

（
ま
た
は *pl uət

）
と
い
う
聴
覚
記
号
の
視
覚
記
号
へ

の
変
換
は
具
体
的
な
物
の
イ
メ
ー
ジ
を
借
り
る
工
夫
が
な
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
考
案
さ
れ
た
の
が

花
の
萼
を
表
す
不
と
い
う
図
形
で
あ
る
。
詩
経
・
常
棣
篇
に
あ
る
鄂
不
ガ
ク
フ

（
花
弁
を
取
り
巻
く
萼

片
、
う
て
な
）
と
い
う
語
に
原
初
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
残
っ
て
い
る
。
不
は
『
丸
く
ふ
く
れ
る
』
と

い
う
コ
ア
イ
メ
ー
ジ
を
も
ち
、
下
記
の
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
。
近
代
の
文
字
学
者
（
王
国
維
や

羅
振
玉
ら
）
が
不
を
花
の
萼
の
象
形
文
字
と
し
て
以
来
ほ
ぼ
定
説
に
な
っ
て
い
る
。『
ふ
く
れ
る
』

と
い
う
基
本
義
が
あ
る
と
し
た
の
は
藤
堂
明
保
が
最
初
で
あ
る
（
藤
堂
①
）。
不
を
否
定
に
に
用

い
る
の
は
、
た
い
て
い
の
学
者
が
仮
借
と
す
る
。
不
と
否
定
の
結
び
つ
き
を
説
明
し
た
の
は
筆
者

が
最
初
で
あ
る
。」
と
主
張
し
て
い
る
。
藤
堂
①
と
は
引
用
書
の
こ
と
で
、
形
・
音
・
義
を
備
え

た
漢
字
に
お
い
て
、
字
音
が
同
じ
で
あ
れ
ば
何
ら
か
の
意
義
の
共
通
性
が
あ
る
と
考
え
る
「
単
語

家
族
説
」に
基
づ
き
、
漢
字
を
グ
ル
ー
プ
に
分
類
し
編
纂
さ
れ
た
藤
堂
明
保『
漢
字
語
源
辞
典
』（
學

燈
社
、
一
九
六
五
年
）
で
あ
る
。
認
知
し
た
物
事
を
打
ち
消
す
際
、
頰
を
丸
く
膨
ら
ま
せ
て
「
プ

ー
」
と
い
っ
た
音
を
発
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
語
が
生
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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一

〈
要
旨
〉

日
本
上
代
の
表
記
と
文
章
は
、
漢
字
専
用
時
代
に
あ
っ
て
、
漢
文
体･

変
体
漢
文
体･

和
文
体
と
い
っ
た
三
文
体
が
並
存
し
て
い
た
。
う
ち
、
和
文
体
の
下
位
分
類
の
表
記
体
で
あ

る
「
宣
命
体
」
と
は
「
漢
字
と
い
う
単
一
の
文
字
種
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
奈
良
朝
以
前
に
お
い
て
日
本
語
散
文
を
積
極
的
に
志
向
し
た
倭
文
体
で
あ
り
、
訓
漢
字
万
葉
仮
名
交
じ

り
の
用
字
法
に
よ
り
音
訓
交
用
表
記
さ
れ
た
口
誦
用
の
文
章
」
と
定
義
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
表
記
の
特
徴
は
、
自
立
語
を
表
意
漢
字
、
付
属
語
を
万
葉
仮
名
小
字
に
す
る
点
に

あ
る
。
し
か
し
、
表
記
と
措
辞
が
完
全
な
逐
字
対
応
に
な
ら
な
い
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば
、「
天ア

メ
ツ
チ地 

乃
福
サ
キ
ハ
ヒ

毛 

不カ
ガ
フ
ラ蒙 

自
」（
第
四
五
詔
）。「
不
蒙
自
」
は
「
天
と
地
の
恩
恵
も
い
た

だ
け
ま
い
」
意
の
「
カ
ガ
フ
ラ
ジ
」（
動
詞
の
未
然
形
＋
打
消
推
量
の
助
動
詞
）
と
読
め
る
が
、
漢
文
的
措
辞
の
倒
置
的
用
字
法
に
よ
り
否
定
形
を
表
す
助
字
「
不
」
は
黙
字
と
な
っ

て
し
ま
い
、
口
誦
用
に
は
適
さ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
疑
念
が
生
じ
る
。
こ
の
よ
う
な
否
定
辞
の
漢
字
「
不
」
に
関
わ
る
問
題
を
日
本
語
史
に
お
け
る
漢
字
使
用
の
諸
相
の

一
つ
と
し
て
捉
え
、
言
語
事
象
の
背
後
に
あ
る
否
定
辞
を
め
ぐ
る
漢
字
使
用
の
実
態
と
潜
在
す
る
国
語
意
識
の
解
明
を
試
み
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

宣
命
体　

否
定
辞　

漢
字　

万
葉
仮
名　

措
辞

宣
命
体
に
お
け
る
否
定
辞
の
漢
字 

─ 

表
意
と
表
音
の
措
辞 

─

Chinese characters for negative w
ords in w

riting style in the m
anner of an im

perial edict
─

 Ideography and phonetic representation of diction ─
 

馬　

場　
　
　

治
（
人
間
科
学
部
こ
ど
も
学
科
教
授
）

H
ajim

u  B
A

B
A

 (Faculty of H
um

an Sciences, D
epartm

ent of C
hild Study, P
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一　

問
題
の
所
在

宣
命
体
に
お
け
る
文
体
と
表
記
の
特
徴
に
つ
い
て
、
訓
点
語
学
の
基
礎
を
築
い
た
春
日
政
治

は
、「
宣
命
体
は
最
も
意
識
的
に
整
理
さ
れ
た
国
文
体
で
あ
つ
て
、
語
序
を
全
く
国
語
風
の
書
下

し
と
し
、
語
彙
を
実
質
語
（
実
辞
）
と
形
式
語
（
虚
辞
）（
実
・
虚
の
文
字
は
漢
文
で
の
用
法
と
は
違
つ
て
ゐ
る

が
、
今
便
宜
上
実
質
語
・
形
式
語
の
義
に
用
ゐ
る
）
と
に

別
つ
て
、
而
も
実
質
語
は
訓
借
、
形
式
語
は
音
借
と
し
、
更
に
文
字
の
大
小
を
以
て
之
を
書
別
け

た
も
の
で
あ
つ
て
、
語
法
意
識
に
由
つ
て
極
度
に
整
理
さ
れ
た
形
式
で
あ
る
。
蓋
し
宣
命
体
は
古

事
記
の
如
き
和
漢
混
淆
体
よ
り
も
後
に
成
り
、
而
も
学
者
の
手
に
よ
つ
て
作
為
さ
れ
た
様
式
と
見

る
べ
く
、
そ
れ
が
詔
勅
・
祭
詞
と
い
う
儀
礼
的
の
文
章
で
あ
り
、
而
も
宣
読
す
べ
き
も
の
で
あ
る

か
ら
、
字
面
上
の
儼
然
た
る
整
理
を
要
す
る
と
共
に
、
か
く
語
彙
の
井
然
分
別
さ
れ
る
点
が
、
宣

読
上
最
も
便
利
で
あ
る
か
ら
、
か
ゝ
る
体
が
出
来
た
も
の
で
あ
ら
う
。」
⑴
と
述
べ
て
い
る
。
右
の

う
ち
「
語
序
を
全
く
国
語
風
の
書
下
し
と
し
、」
と
は
構
文
レ
ベ
ル
で
日
本
語
の
Ｓ
Ｏ
Ｖ
語
順
に

従
っ
て
書
か
れ
る
順
置
が
原
則
、「
実
質
語
は
訓
借
、
形
式
語
は
音
借
と
し
、」
と
は
自
立
語
な
ら

表
意
漢
字
、
付
属
語
や
用
言
の
活
用
語
尾
な
ら
表
音
の
万
葉
仮
名
で
書
か
れ
る
（
文
字
の
大
小
の

書
き
分
け
に
よ
っ
て
宣
命
大
書
体
と
宣
命
小
書
体
の
別
あ
り
）
の
が
原
則
で
あ
る
と
の
指
摘
で
あ

る
。
し
か
し
、
語
句
レ
ベ
ル
で
は
Ｓ
Ｖ
Ｏ
語
順
で
書
か
れ
る
倒
置
（
返
読
）
と
共
起
す
る
、
万
葉
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一

〈
要
旨
〉

日
本
上
代
の
表
記
と
文
章
は
、
漢
字
専
用
時
代
に
あ
っ
て
、
漢
文
体･

変
体
漢
文
体･

和
文
体
と
い
っ
た
三
文
体
が
並
存
し
て
い
た
。
う
ち
、
和
文
体
の
下
位
分
類
の
表
記
体
で
あ

る
「
宣
命
体
」
と
は
「
漢
字
と
い
う
単
一
の
文
字
種
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
奈
良
朝
以
前
に
お
い
て
日
本
語
散
文
を
積
極
的
に
志
向
し
た
倭
文
体
で
あ
り
、
訓
漢
字
万
葉
仮
名
交
じ

り
の
用
字
法
に
よ
り
音
訓
交
用
表
記
さ
れ
た
口
誦
用
の
文
章
」
と
定
義
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
表
記
の
特
徴
は
、
自
立
語
を
表
意
漢
字
、
付
属
語
を
万
葉
仮
名
小
字
に
す
る
点
に

あ
る
。
し
か
し
、
表
記
と
措
辞
が
完
全
な
逐
字
対
応
に
な
ら
な
い
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば
、「
天ア

メ
ツ
チ地
乃
福
サ
キ
ハ
ヒ

毛
不カ
ガ
フ
ラ蒙
自
」（
第
四
五
詔
）。「
不
蒙
自
」
は
「
天
と
地
の
恩
恵
も
い
た

だ
け
ま
い
」
意
の
「
カ
ガ
フ
ラ
ジ
」（
動
詞
の
未
然
形
＋
打
消
推
量
の
助
動
詞
）
と
読
め
る
が
、
漢
文
的
措
辞
の
倒
置
的
用
字
法
に
よ
り
否
定
形
を
表
す
助
字
「
不
」
は
黙
字
と
な
っ

て
し
ま
い
、
口
誦
用
に
は
適
さ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
疑
念
が
生
じ
る
。
こ
の
よ
う
な
否
定
辞
の
漢
字
「
不
」
に
関
わ
る
問
題
を
日
本
語
史
に
お
け
る
漢
字
使
用
の
諸
相
の

一
つ
と
し
て
捉
え
、
言
語
事
象
の
背
後
に
あ
る
否
定
辞
を
め
ぐ
る
漢
字
使
用
の
実
態
と
潜
在
す
る
国
語
意
識
の
解
明
を
試
み
る
。
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キ
ー
ワ
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ド
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葉
仮
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の
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字
─
表
意
と
表
音
の
措
辞
─
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riting style in the m
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perial edict
─

Ideography and phonetic representation of diction─

馬
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治
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一

問
題
の
所
在

宣
命
体
に
お
け
る
文
体
と
表
記
の
特
徴
に
つ
い
て
、
訓
点
語
学
の
基
礎
を
築
い
た
春
日
政
治

は
、「
宣
命
体
は
最
も
意
識
的
に
整
理
さ
れ
た
国
文
体
で
あ
つ
て
、
語
序
を
全
く
国
語
風
の
書
下

し
と
し
、
語
彙
を
実
質
語
（
実
辞
）
と
形
式
語
（
虚
辞
）（
実
・
虚
の
文
字
は
漢
文
で
の
用
法
と
は
違
つ
て
ゐ
る

が
、
今
便
宜
上
実
質
語
・
形
式
語
の
義
に
用
ゐ
る
）
と
に

別
つ
て
、
而
も
実
質
語
は
訓
借
、
形
式
語
は
音
借
と
し
、
更
に
文
字
の
大
小
を
以
て
之
を
書
別
け

た
も
の
で
あ
つ
て
、
語
法
意
識
に
由
つ
て
極
度
に
整
理
さ
れ
た
形
式
で
あ
る
。
蓋
し
宣
命
体
は
古

事
記
の
如
き
和
漢
混
淆
体
よ
り
も
後
に
成
り
、
而
も
学
者
の
手
に
よ
つ
て
作
為
さ
れ
た
様
式
と
見

る
べ
く
、
そ
れ
が
詔
勅
・
祭
詞
と
い
う
儀
礼
的
の
文
章
で
あ
り
、
而
も
宣
読
す
べ
き
も
の
で
あ
る

か
ら
、
字
面
上
の
儼
然
た
る
整
理
を
要
す
る
と
共
に
、
か
く
語
彙
の
井
然
分
別
さ
れ
る
点
が
、
宣

読
上
最
も
便
利
で
あ
る
か
ら
、
か
ゝ
る
体
が
出
来
た
も
の
で
あ
ら
う
。」
⑴
と
述
べ
て
い
る
。
右
の

う
ち
「
語
序
を
全
く
国
語
風
の
書
下
し
と
し
、」
と
は
構
文
レ
ベ
ル
で
日
本
語
の
Ｓ
Ｏ
Ｖ
語
順
に

従
っ
て
書
か
れ
る
順
置
が
原
則
、「
実
質
語
は
訓
借
、
形
式
語
は
音
借
と
し
、」
と
は
自
立
語
な
ら

表
意
漢
字
、
付
属
語
や
用
言
の
活
用
語
尾
な
ら
表
音
の
万
葉
仮
名
で
書
か
れ
る
（
文
字
の
大
小
の

書
き
分
け
に
よ
っ
て
宣
命
大
書
体
と
宣
命
小
書
体
の
別
あ
り
）
の
が
原
則
で
あ
る
と
の
指
摘
で
あ

る
。
し
か
し
、
語
句
レ
ベ
ル
で
は
Ｓ
Ｖ
Ｏ
語
順
で
書
か
れ
る
倒
置
（
返
読
）
と
共
起
す
る
、
万
葉
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